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卒 業 生 諸 君 ヘ

卒業おめでとう。

諸君は人生の一時期 4年間を大学生として過 した

現在希望に満ちた将来に胸をふくらませていること

と思う。心から御祝の言葉を述べたい。

昨年広島大学で行われた学生の意識調査の中で,

自分の所属 している学部の学生となったことに満足

しているかとの設間に対 して最も高い満足度を示 し

ていたのは我が学部,総合科学部の学生であった。

此の結果をみた時に評議員の先生と共に大変嬉 しく

思い喜んだものである。時間がたつにつれて,総合

科学部の学生が満足 しているのは何に満足している

のであろうか,どんな気持ちで入学 し,その時の希

望が叶えられているのであろうかとの疑間が湧いて

来た。どんな気持ちで入学したのだろうか。文系理

系どちらでも受験が出来て、一年間の間に将来の進

路を決められることを望んでいた学生も確かに毎年

居る。しかし多くの学生は何かこれを勉強したいと

考えているものをすでに持って入学 している。約20

0名 の学生の希望する分野は哲学・美学から地学・

天文学まで非常に巾広い殆ど全ての分野にわたって

いる。 4年間色々な勉強をして来たわけだが,最後

の卒業研究で初めて学問の奥深さ,すばらしさの一

端を知り得たに過ぎないと自覚していることと思う。

総合科学部創設の理念の一つ裾野の広い教育研究を

行う学部との長所を身につけて将来に活用してもら

いたい。

「初心忘るべからず」との言葉は聞いたことがあ

るだろう。これは演劇人である世阿弥の伝書「花鏡」

にある言葉で,初めて事に当った時の,あの新鮮で

決意に満ちた感激を忘れてはいけない。このように

聞かされているが実は芸事を始めた時には自分がい

かに未熟であるかをよく自覚出来るものである。こ

の初心者の未熟であったことをいつまでも自覚し、

精進努力せよとの意味が込められた言葉のようであ

る。

今から諸君は社会に出て色々な分野で活躍 して行

くわけであるが,上述 した気持ちで自分の未熟さを

常に自覚し一日一日を大切にして生活 してもらいた

ヽヽ。

総合科学部長

天 野   責

昨年夏に大学審議会の中間報告が出されて大学に

おける一般教育が問題になっているが,総合科学部

は学際的学部で教育研究を行っており,ま さに時代

を先取りした理念にもとづき設立されたものである。

国際社会が現在ほどはげしく動いている時代は過去

になかったと言えよう。このような時代に対応 して

活躍出来る人間は個別科学の枠組ではとらえきれな

い社会的課題に立向う素質の持主である必要がある。

総合科学部 4年間の間に受けた教育は各専門分野の

協力による巾広い薫陶であったはずだ。学部の理念

の開花のために色々と考え努力している先生方の姿

を見て必ず何かを獲得したことであろう。

次に総合科学部の学生としてのみ得られたもう一

つのものを大切にしてもらいたい。それは専門分野

の異なる同僚,友人のことである。クラブ活動等を

通じて知り合った友達も多く出来たことであろうが ,

同じ学部の学生としての友達は又格別のものである。

「安芸の国」を一緒に歌い,ス クラムを組んで延々

と躍ったファイヤース トームの思い出は一生忘れら

れないことだろう。持つべきものは真の友人だ。感

性豊かな青春時代を共に過 し,人生を語り合った信

頼し得る友人程有難いものはない。今から社会に出

て色々な困難に出会うこともあるだろうが,そ の時

こそ相談に乗ってくれるのは友人なのだ。何年たっ

ても若い学生時代にもどって真剣に相手の身になっ

て考え,共に悩んでくれるものだ。友達を是非大切

にしてもらいたい。

広島大学総合科学部に入学 してから毎年色々な出

来事が起っている。楽 しいこと悲しいこと,一つ一

つが昨日のことのように思い出されることだろう。

同僚である友人と共に教官の顔,期末試験の結果を

手渡 してくれた事務職員の顔も思い出されることだ

ろう。どうか機会ある度に総合科学部を訪れて,近

況を知らせて下さい。

呉々も体に気をつけて元気一杯頑張って下さい。

世界に羽博け総科卒業生 !
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前号での取材～各コースと:それに似たようなこ

とをやっていそうな他学部との比較～は全 く無意味

であった。「他学部のよせあつめが総合科学部であ

る」という暗黙の前提があったからである。あたり

まえのようだが,総合科学部は総合科学部である。

“学際性"を考える場合, この前提は捨てなければ

いけない。「いろんなコースが一つの学部内にあっ

て,い ろんな授業がとれる。問題はない」と人は言

う。しかし,それは学際性ではないのだ。あえて某

友人の言葉を借りて言うなら,それは「 こざとへん」
のとれた “学祭性"なのだ。半期が終了した頃には

“祭のあとのさびしさ"のみが残るのだ。

絵の具に例えて言うなら,総合科学部には実に様々

な色がそろっている。小学校の図画工作の時間,の
どから手が出るほど欲 しかったあの24色セット以上

だ。ビリジアンも,やまぶき色もあるのだ。どんな

絵を描くのかは, もちろん自分で決めなければなら

ない。どこにどんな色を使うのかも, 自分で決めな

ければならない。 しかし,どの色とどの色を混ぜた

ら, どんな色になるのか。これは極めてむずかしい。

あれでもない, これでもないと色を足 していくうち

に, 自分の欲しかった色とはまったくかけはなれた

色になってしまったりもする。

要するに「方法論を提示し得ないくせに, “従来
の学問領域を越えた学際性研究"を看板にかかげる

な」ということである。

“従来の学問領域を越えた学際性研究"と は素晴

らしい看板である。 “現実の問題に答えうる学問を"

という時代の必然的帰結であり,高潔な意志をもう

た看板である。確かに,社会科学・ 自然科学両者の

発展は驚 くべき成果を人類にもたらした。しかし,

この未曾有の繁栄の裏側には,未曾有の危機がある。

核戦争,環境破壊,貧富の差の拡大,人 日問題……

いちいちあげるのも馬鹿らしいほどの山積みの問題

に,ど う答えるというのか。学問の,ま た人類の進

歩を否定する気はさらさらない。だが, このままで

いいわけがない。まさに, “従来の学問領域を越え
た学際性研究"が必要とされているのである。

極論 してしまえば,総合科学部にコース分けはい

らない。専門性はいらない, という意味ではない。

専門性のない学問を,物事のうわっつらだけをなで
るような学問をしていれば,ただの「知識人」「 も
のしり」である。総合科学部に必要な専門性とは,

「なにをするのかJである。「過疎をなくす」でも

「新しいエネルギー資源を考える」でも何でもいい。

少なくとも「経済学をやる」とか「物理学をやる」

とかではない。

では, コースをなくせばすぐに理想の総合科学部

が生まれ,学際性がうちたてられるかというとそう
ではない。我々は現実,今 ここにある状態から物事
を考えなくてはならない。で,今できることはと言
えば,各 コース間の交流をはかったり (今回の座談

会の後半部はその模索とも言える), コース内での
交流をはかったり,役に立たない決まりごとを改善
したり,施設を充実させたり……という土壌づくり
である。西川きよしではないけれど, “細かいこと ,
小さいことからコツコツと"や らなければならない

のだ。明確な意志をもった自発的な行為にこそ,創

造性は宿る。それを鼻で笑うやからは, 自らが人間

性を否定 していることに気付きもしないだろう。

(文責 。竹内憲司)
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前号の特集 “学際性を再検証する"は,様々な反

響を引き起こした。今回は,座談会形式で学生の忌

憚のない意見を出してみた。

参加者

地域文化コース3年

地域文化コース3年

地域文化コース3年

社会科学コース3年

社会科学コース3年

社会科学コース3年

社会科学コース3年

自然環境研究コース 3年

自然環境研究コース 3年

生体行動科学コース 3年

生体行動科学コース 2年

社会科学コース2年

1年

1年

趣  旨
◇総合科学部において,学際的な研究活動が行わ

れているのか ?

◇それに対する学生の心構えはどうか ?

(5分経過 )

D: 総合科学部では自由放任であることです。自
分の興味に応 じた研究ができるが,それだけ勉

強せねばならない。

E: 学際性を論じ,問題を考える意識が低すぎる。
総合科学部の存在意義についての認識が低い

(総合科学の構成員すべて)。 カリキュラムど

うこうといった細かい事を言っても仕方がない。

教官側だけに責任転嫁 してもだめ,学生がやら

ねば。たこつぼ化,専門領域にはまり過ぎてい

る。動脈硬化の状態だ。

A: 学際性を外の人がどう意識 しているのかは分
からない。

B: 総合科学部の方が柔軟性がある。

学際性 を追及 するには

(15分経過 )

」 : ちょっと,言っておきたい。大学のシステム

については変更できない部分がある。どこまで

飛翔委員が変えていけるのか分からない。ふつ

うまず自分の専門分野 しかできない。広く浅 く

がいかに難 しいか。総合科学部のシステムがこ

うだからと言って確実に広 く浅 くできるかとい

う訳ではない。他のコースを理解するのは本人

次第。

H: 総合科学部は視野を広めるためのカリキュラ
ムが用意されていると思うが,いわゆる専門教

育を受けた教官が集まってこの学部が構成され

ているため,専門的にならざるを得ないと思う。

視野を広めていくのは個人の責任において学生

が成 し遂げなければいけないと思う。 しかし授

業でそれを達成 しようとするならば,自分の専

門分野をとると他のものがとれないのが実情だ

と思う。

:: 自然環境はかなり分野が広くて, 3年 までは
全部についてこなさなければならないので,ど

うしても他の分野まで手が伸ばせないし, 1つ

の分野を深く, というのも難しい。僕は理学部

のように理論を教えてもらっているのではなく,

ものの捕え方を教わっているのだと思っている。

そういう中での実験というのはものを捕えるた

めの手段なのだ。同じものでも学問分野によっ

て捕え方が違 う総合科学部の理念のひとつは,

いろんな方面からものを考えられる人を育成す

ることだと思う。「意識」の問題について言う

と,人によって様々な考え方があり, コース内

ではいろんなレヴェルの意見や情報を交換する

場ができている。しかし結局は教官や先輩,友

人などの関係を通 して自分で理念を形成するし

かないと思う。そういう人間関係がコース内に

限られてしまっている。

K: なぜ総合科学部に来たかと言えば,や りたい
ことが決まってないからということと,な んと

なくおもしろそうということだった。 2年にな

る時,「これだっ」というのが見つからず今で

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ



も本当に自分のしたいことはこれなんだろうか

と考える。考えずになんとなくコースを決めた

人と,入学当初から意識 している他学部の人と

は意識が違うのでは3総合科学部は結局何をやっ

たのかはっきりしにくい。しかし個人的には総

合科学部に来てよかったと思うている。でも,

入学前から「 これを極めたいっ」と思っていた

ら他学部のほうが良いのでは。

F: 俺はただ広島に来たかった。だから総合科学
部には無の状態で入って来た。だが最近,確信

したのは政治学をやるにしても法律・経済 。文

化を知らねばならないってことだ。あらゆるこ

とに興味がないとだめだ。それがすべてにつな

がる。今, 自分がやっているのは学問のための

学問ではないのかと悩んでいる。遠いソ連の民

族問題をやっているが,それがどう自分に拘わっ

て来るのかが分からない。しかし世界的視野に

立てばエスニックなものが存在するのは当然で ,

紛争が起こるのも自然である。日本が例外なの

だ。だから無意味ではなくて, 自分の問題とし

て考えなければならないのだ。総合科学部に置

かれた状況のなかでポジティブに進んで行けば

良いのだ。問題意識があるなら自分で解決して

行けば良い。       
｀

G: 俺は地球を守るために勉強している。それに
は専門分野もそれに関連する分野もやらねばな

らない。しかし,社会の変化に対 してコースが

変わっていない。個人の学際以上に集団の学際

を作ってはいけないものか。

総合科学部 は

“既成の学問に対する挑戦の場 "

(25分経過 )

だから総合科学部の構成員はみな挑戦の姿勢

をもたねばならないのです。学際性なんてどう

でもいい,な んてことをいうヤツがいてはいけ

ないんだな。

しかしみんながそういう志をもつ必要はない

んじゃないか。

総合科学部をただの職場や通過点としかとら

えていない人がいるけれど,それは大きな間違

いで, これからの複雑な世界の中では学際性を

考えない人間はろくな仕事ができないのとちゃ

うか。

では学際性とは何なのか。ここの学部だけが

学際,学際と言っても仕方がない。

学際性という視点が必要なのか。

単位をバンバン落とす遊び人がいたり,「 も

う俺は縄文土器に恋してしまったのだから,ほ

かの本なんて読まない」なんて人がいても楽 し

いと思うのだけれど,少なくとも総合科学部の

人間ならさっきの “挑戦の姿勢"を もたないと。

水平思考・垂直思考で言うならば, 自分の専

門に関しては垂直思考という核をもちつつ,水

平思考ができるようになることが総合科学部の

あるべき姿だと思う。勉強するのは自分,すべ

てを大学に求めてはいけない。

つくられた当初からコース改編が行われて来

たけれど,そ ういった制度の学際性と,学生が

求める学際性とは分けて考えないと。

制度は理想にすぎないわけ ?制度は大事だと

おもうけど。

理想は到達点ではない。自分達が制度として

ではなく個人レヴェルで考えるべきだ。

学際性とは決して “広く浅く"ではないのだ。

個人のレヴェルでは 1つのテーマに突進すべき

だし,そ うしないとものにはならない。けども ,

あくまで “挑戦の姿勢"は崩さずに,つまり学

際性を支える柱なのだという意識が不可欠なの

だ。総合科学部はそのような人材の養成機関な

んだなと思っているんです。

なんでそこまで学部に縛られなければならな

いの ?ひ とつのものを分析する武器が学問であ

るなら,武器が豊富に用意されていることがす

なわち「学際性」で,新 しい武器を使ってもい

いし,勿論旧来の武器を使 う人がいても一向に

構わないと思うけど。

僕はおおいに総合科学部という看板にこだわ

りたい。少し前まで他の国立大でも総合科学部

を作る動きがあるなんてことがマスコミに盛ん

に書き立てられていたけれど,い まはそんなこ

とは聞かない。これは広島大の総合科学部がう

まくいっていないからだなんていう悪口がある

んだ。

学際性と|ま “まちづくり"の ようなもので,

そこには様々なものが必要になる。それがタテ

ヨコに連携 して 1つの社会になるんだ。総合科

学部に欠けているものは学生間の交流。たとえ

ば卒論でもコースを越えた共同研究があって良

い。

Ｆ

　

Ｄ
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C: 共同研究はできるそうだ。それは個人単位で

評価される。現実には各自の興味がバラバラで

あるからなされたことはないので共同研究につ

いての具体的なシステム (評価 。発表の仕方 ,

担当教官など)は決まっていない。

A: 教官側では学部を越えた研究プロジェクトは
あるけれど,学生の卒論レヴェルとは少し違う。

(卒論でなく)全体のプロジェクトとしてひと

つの問題を様々な方向からアプローチする試み

があればおもしろい。

F: そういうことを認めるように制度が変われば
良い。

B: 地域文化 7群では,人類学,開発経済,両方
の視点で卒論を書 くことは可能。でも,そ うい

うことができる環境が総合科学部にはあんまり

できていないような気がする。

D: 学生がそれを求めないとなかなか変わらない
だろうな。そういうアピールをするなら学生は

意識改革してもっと勉強しないと,枠を超えた

研究をするにはそれだけ実力がないとできない

しね。コースによっては卒論の発表会の他コー

スの学生の傍聴を認めないところもあるらしい

し。まあ,他の人が聞いてもわかんないし,わ

ざわざ来る物好きもいない。

J: 卒論発表やセミナーや専門授業でも,あ る程
度のレヴェルに達してないと参加できない。

F: ゼミに縛られている傾向があるが,個人のレ
ヴェルをこえて協力して行けば良い。

J: 3年 後半になると, もう他の分野のレヴェル

にはついて行けない。もうこれは当然だろう。

F: しかしテーマによっては他の関連のものもきっ
と生かせるはずだ。例えば, 日本とアメリカの

地域社会の比較研究など。ただ,そ ういう場合 ,

“共同
"研究の成果は評価 してもらえるのかと

いう疑間がある。

H: 自然環境と社会科学の学生が共同で研究,論
文を書きたいということになった場合,それは

可能なのか,可能ならどこで発表することにな

るのか。

D: 前例がないのだろうが,仮にそういった画期
的な人を認める柔軟性はあるのか。

J: でも現実に制度的な枠で困っている人がいる
のか ?実感のないことをこういう場で議論する

のはどうか。

E: 困ってなかったらこのままで良いのか,よ り

学生の学際的な

研究は幻みたいだ

H

E

(50分経過 )

じゃあ,な んで総合科学部が作られたのか。

日本の学問を新たにとらえなおすため総合科

学部がつくられたのだ。だから社会の変化に対

応してコースはどんどん変わるべきなのに変わっ

ていない。

専門の必修単位が多すぎる。だいたいゼミに

1単位 しかないのは不合理。単位の制約がある

ためやりたいことができない。

4年で効率良く卒業しようと思ったらやむを

得ないのではないか。

しかしいらんとこにパワーは使いたくない。

やりたいことにパワーを使わなければならん。

学際性を自分なりに追及するときにここのとこ

ろがネックになっている。 (単位数が多すぎる ,

一般教養と専門が同レヴェル)

もともとゼミってのは 1単位なんだよ。地域

の演習が 2単位なのが変なんだよ。

演習が 1単位で,講義が 2単位なのは講義の

方が予習の量が多いはずだからなのだよ。

なっ,なにいっ !

ほんとうに予習すれば 2単位なんだ。きまり

では。

だからいらんものまで数をあわせるためにと

らんとあかん。

単位をとることにふりまわされて自分のやり

たいことができない。

他コースの人間が単位のために受講すると,

その講義のレヴェルが下がってしまうことはな

いのかしら。

カリキュラムを決めるのは上の機関だけれど ,

学生の側から意見してもいいんじゃないか。

Ｇ

　

Ｊ

良い状態に向上させなくては。
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D: だから効果的な飛翔の誌上でやってるんだ。

究極の総合科学部

(90分経過)

D: と題して議論しましょう。夢物語でもいいぞ !
夢はでっかいほうがいいのだ。

J: 勉強 したいひとはとことんやる。したくない
ひとは早 く卒業すればいい。

E: エントロピー増大の果て, もはやコース分け
はいらんと思う。現実にどう対処 していこうか

についての問題意識のある人のみがくればよい。

だから年によっては入学定員を割ってもいい。

だから 1年間のコース決定の猶予期間はいらな

い。それなりの考えをもった人が総合科学部に

来なければならないのだ。

J: 1年 かかって振 り落とすっていうのは ?
H: 最初,総合科学部には自分のやりたい分野が
ないとおもっていた。が, 1年間じっくり考え

て自然環境に入ったのはよかった。

D: だから,彼のように猶予期間に見極めをきちっ
とした 1年を過ごす意味では良いと思うのだ。

でもえてしてマークシー ト世代のノンポリ学生

はのほほんと過ごしている。よくガイダンスや

学部紹介で,総合科学部ではあわてて自分の専
門分野を決めなくても良いことがセールスポイ

ントになっているが, これは高度な “学際性"

の理念とは矛盾 している。

」 : 理系にとっては,猶予期間であるはずの 1年
次に必要な科目があって,猶予期間にはなって
いない。

B: 方向が決まっている人は 1年から専門をやれ
る制度になったらいい。

G: でもやりたいことがあってもはっきり決めら
れない場合も有り得るから1年の猶予期間はあっ

た方が良い。

D: それはそうだけど,そ の大事な見極めの期間

をぼや一と過ごす勘違い学生もいるのは事実。

学生も指導する教官もそれぞれプロ意識をもつ

べきでしょう。

けれど全ての授業に対して力を入れるのは無

理 じゃないか。

気持ちのうえでは100%の力をださねば。甘

えていてはだめだ。しかしこういうことを言い

切るには相当の覚悟がいる訳で…。さっき単位

数が多すぎるから減らせという話が出たけれど ,

その分遊ぶんじゃないかと必ずいわれるだろう。

それを言わせないためには100%や っていると

いう自信,学生のプロ意識があるかどうかだ。
ある授業で,試験時のノー ト持ち込みを禁 じ
たら, ノンポリ学生がガタッと減った。そのほ

うがやる気に満ちた講義になると思う。学生も

そういう活気ある講義にアプローチして行 くべ

きだ。

ぼやぼやしてると気まず くなるような,刺激
に満ちた “凄み"が総合科学部にはしいな。
アメリカ式に学生が講義に逆評定するとか。

でも楽勝科目情報に日の色を変える学生の土壌

では無理だなあ。

新入生に対して総合科学部のカリキュラムの

説明が不足している。先まで見通せるものが必

要。 3年になって気付いても遅い。

そういう制度の改革を進める一方で,先輩が

教えるというタテの交流がないんじゃないか。

みんなそういうことに冷めている。

情報交換はもう個人にまかせきりになってい

るのが現状だなあ。だからもっと組織的な勉強

会や “飛翔"がそういう場であるべきだろう。
学生の自発的なグループができていけばと思う。

今の社会科学コースの勉強会は大学に対する

カウンターパソチだ。

自然環境でも情報交換の場としていろいろ試

みられているけれど,結局,学生が中心になら
なければ人は集まらない。せっかく飛翔という

媒体があるのだから,は っきりと勉強会などの

日程 。内容・場所 。時間などを紹介すれば良い

のではないか。

また,分野を越えた勉強会ができても良いと

思う。

学生レヴェルの話なら専門外の人でも興味に

応じて参加 しやすいのではないかな。

専門を越えた集まりも刺激に満ちて良いかも



H:

知れない。

自然環境コースのセミナーは専門研究の場で

あるので,一般教養レヴェルの会ももちたい。

分かり易く,話 しやすい会を。
コースごとの情報が分かるように,みんなの

興味ある話題をしゃべる場があったらいい。

E: コース分けが弊害になっている気がする。イ
ンフォーマルな勉強会だけでなく,講義の延長

のようなものもあって良い。

」 : 人数が増えると大変だなあ。教官を呼んで話

題をリクエス トするとか。

A: 飛翔を媒体としてもっと活用 して,情報誌的
にする。各コース毎に発表会をする。

D: あっちこっちで活動の輪がポコポコできてい

けば総合科学部も活性化するな。

座談会時間 :180分 おつかれさまでした。
書記・ 岡村美穂

構成 。中家伸之
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特集 教官アンケー ト
前回の特集「学際性を再検証する」はあくまで学生の立場からのものでした。そこで,見落とした点や誤

解がなかったかどうかの点検と,先生方の学際性についての考えを知るという目的で,
1.39号特集についての感想,批判,意見がありましたらお願いします。

2.自 コースで,学際性を念頭においたカリキュラムが為されていると思われますか ?

3.自 コースでの学際性の理念と現実について,考えるところをお書き下さい。

という3つ の項目からなるアンケー トに, コースの先生にお答えしていただきました。前回の特集,今回の

特集である座談会と関連づけて読んでみて下さい。

自然環境研究 コース

飛翔39号 の特集「学際性を再検証する」でコース外から見た自然環境研究コースの学部教育についてのコ

メントがあり,な かなか刺激的で面白かったが若千誤解もあるように思ったのでコース内からの 1意見を若

干述べたい。

まずはじめに, この筆者は自然環境学なる学問分野があってこのコースでその体系を学べるようなイメー

ジを持っているようだが,そ こらへんからピントがずれ始めているようなのでこの点について一言。私の理

解では, 自然環境学というのはまだとても出来上がった分野ではないし,おそらくそれが含む内容の広さか

ら考えても十人十様の内容が考えられ,と ても従来の物理学,動物学…のような学問体系が成 り立つものと

は思えない。自然環境研究コースは文字どおり自然環境の多様な側面を研究するコースで,そのためには従

来の学問体系 (こ れは研究手法で規定される)の枠をこえて多様な手法で対象に立ち向かう必要があるとい

う考えが背景にある。この点で,総合科学部でも最も総合科学らしいコースの一つであろう (学際そのもの)。

従ってカリキュラムも, “従来の専門"意識のない,必要とあらばどのような分析手法も抵抗なく自分のも
のにすることができる人間を育てること一― どのコースもそうした面があるでしょうが一一に 1つのねらい

があるように思う。理学部のような講座制は,学問体系に従って各講座がありまたそれに従ったカリキュラ
ムがあり学問体系の維持にたいへん貢献 しているが,新たな分野への展開や革新的な考えをする人間を許容

しにくい傾向がある一― 優れた研究者はそのようなことは少ないが多 くの凡庸な研究者は自己保身から無意

識のうちにそうなる例が多い一―。総合科学部は先人の卓見から大講座制をとり研究体制のフレクシビリティ

があるので広い視野を我が物とする人間が育つ土壌をもっている。

カリキュラムに関して具体的に指摘のあった 2, 3の 点について。実験 。実習が理学部と比べて少なく,

講義との有機的連携が乏しいとの指摘については,理学部の便覧を見ると学科によって実験時間数は大幅に

異なリー概に時間数が少ないとは言えない。生物や地学は理学部が実験時間が多いが,その分 3年生から専

門に集中しているということで,総科は 3年次ではまだ自然環境研究の入門段階であると見ることができる。

講義と実験が連携するのは望ましいが今のカリキュラムではそのように配置するのはなかなか容易ではない

ようである。一方, 自然環境コースには環境科学野外実習というプログラムがあり,例 えばその一つの大山

実習では植生 。地形・気象・水文・火山・砂防等,多様な現象が大山を巡って有機的に連関する様を実習す

ることができる。

セミナー (環境科学演習)は 2・ 3年次から研究の最先端の雰囲気を味わってもらおうという何人かの教

官の考えから行われており,難 しくてついていけない学生がいるとしてもその可否は容易には間えない。個

人的には週 1時間位そのようなものがあるのは悪 くないと思う。ただセミナーとしては活発な討論が行われ

るのが望ましく,現状が必ず しもそうなってぃない点をコースおよび担当委員で検討 しているところだ。

「 自然環境学方法論」に関しては上に述べた通 りで, コースの各々の授業で各々の自然環境学の方法論が

述べられると理解 してもらったほうが良いと思う。以前それが存在していたとの点については,実際は社会

科学 コースの先生にお願いしてそのようなものを開講 していたが,一般論としてそのような講義があっても
コースの中で実際に研究の新しい領域を拓いていく現場と一体になるのは困難でそのようなものがあっても

あまり学生の人に参考になるとは思えない。自然環境研究はまだジャングルの中に道をつけているようなも
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ので,個々の研究者が各々の経験を元に新たな手法を身に付けながら新たな展望を求めて道を切 り開く努力

をしている。

(佐藤博明)

生体行動科学 コース

11月 13日 付けで申し入れのあった「 アンケー ト」について,お答えします。なお,以下の意見は私の個人

的なもので, コースの教官の意見を代表 しているわけではありません。

1.前号特集についての御感想,御批判,御意見がありましたらお願いします。
*大学審議会における答申が来年 3月 にも出されようとしている今,「特集 :学際性を再検証する」は私

にとってはタイムリーな企画でした。というのは,総合科学部の在 り方こそ,大学教育における一般教

育と専門教育の在 り方,あ るいは専門教育の在 り方を考える上で,重要な鍵を握っていると思うからで

ある。

*ただ,以下で述べるように,「学際性」の検証はその尺度をどうするかで評価が異なり,難 しい問題を

含んでいると思います。

*な お,「街の総科―一段原再開発事業についてしみじみと考える !」 は,非常に興味深 く読みました。

2.自 コースで,学際性を念頭においたカリキュラムが為されていると思われますか ?ま た, 自コースでの

学際性の理念と現実について考えるところをお書き下さい。

*第 39号 の「生体行動コースは,夜明けに涙を流す」では,「生体行動科学 コースは,行動科学,健康科

学,生命科学を主とするものというように, コース内で 3つ の専攻に分かれている。ここでは,行動科

学専攻に焦点を当て,教育学部心理学科との比較により,その特色や問題点を考えていってみたいと思

う」と述べられている。「学際性」を「いくつかの異なる学問分野がかかわるさま」 (広辞苑)と理解

するならば,問題はこの「関わり方」にある。これを一つの研究対象に様々な学問分野が「関わる」と

解するならば,生体行動科学 コースは必ずしも「学際的」であるとは言えない。というのは, コースで

問題となる研究対象は「生命」「行動」「健康」の 3つ に及んでいる。 しかも,各々の専攻がそれなり

にまとまりのあるカリキュラムを構成 している。この意味では,我がコースは「学際性を念頭において

カリキュラムが為されている」とは言えない。 しかし,一つのコース (あ るいは学部)で様々な学問分

野の授業が行われていることを「学際的」と言 うならば,ま さに我がコース (あ るいは学部)は「学際

的」である。

*「学際性」の理念を上述の「一つの研究対象に様々な学問分野が関わる」と理解するならば,学問の細

分化と専門化が進んだ今,研究における問題の設定の仕方に関して発想の転換が必要であろう。 しかし,

そうして設定 した問題を具体的な授業科日として体系的に提示するとなると,非常な困難を伴う。という

のは,そ もそも焦点となる問題の設定の時点で,合意が得られるかどうか分からないからである。

*「学際性」の理念に関して合意が得られたとしても,具体的な実施に関しては多 くの困難な問題がある

と思われる。

(楠戸一彦)

物質生命科学 コース

1.39号特集についての感想

総合科学部に来たのだから,是非特徴ある学問を学びとりたいという学生の皆さんの意欲が全体に猥って

いて,大変興味深 く読めた。こうした議論が展開されることによって,充実 していた総合科学部のカリキュ

ラムが益々深められていくだろう。教育・研究内容に対する学生の皆さんのこのような真剣な検討は,今後

の強力な勉学意欲に発展 して行 くものであり,将来的な発展に向けて取 り上げられて行かねばならない。

また物質生命科学コースの内容は, レポーターに大変よく理解されてまとめられている。

2.学際性を念頭においたカリキュラム

カリキュラムについては,広島大学総合科学部「学生便覧」に記 してある。そのなかで,物質生命科学コー



Ψ

スで考え得る主な 3つ の進路の例について,カ リキュラムが示 してある。 3つの進路の例としては,
a.物質の構造と性質およびそれを支配する基本法則について学ぶもの°

b.生命体の構造と機能およびその発現と調節について学ぶもの
c.新 しい機能を持つ物質の探究と応用について学ぶもの
が挙げてある。総合科学部で開講されている様々な講義を幅広 く利用すると, もっと多彩な進路も考え得る

だろう。

さて “学際性"と はどのようなことか,人によってその理解は微妙に多少異なることもあるだろう。ここ

では理系に限って考えることにし,例えば旧来の理学関係の学問分野の分類分けである数学,物理学,化学 ,

生物学,地学等の専門分野のいくつかを跨 ぐあるいは貫 くような教育研究を “学際的"と 呼んでおこう。
そうすると,「物質の研究」にはまず性質を理解するための物理学や,物質を作るための化学は欠かせな
いし,理論的基礎づけには数学は欠かせない。数十億年にわたって様々な物質を育んできた地球は,思いが
けない新 しい発見をさせてくれる物質科学の宝庫であり,地学も大切な分野である。さらに物質の応用的な
機能に着自すると,生物の持つ機能はお手本であり, “生物に学べ"は機能物質開発の鉄則の 1つでもあり,
生物学からも目がはなせない。さらにもっと実用的な側面に着目して, 自分の研究分野の選択に今後社会的
ニーズが増 しそうな物質を取 り上げようと思えば,企業活動や経済動向など社会科学的なことにも目を配 ら
なければならない。必要なものは実に多く学際的である。こんなに沢山のことは,無論一般教育や専門教育
をフル動員しても,必要に違いないが,講義というカリキュラムのなかで修得する余裕はない。骨格を損ね
ることなく可能な限り幅広 くと配慮 した立場で,現実に可能な必要不可欠最小限を示 したのが「学生便覧」
にしめしてあるカリキュラムと見てよいだろう。

「生命の研究Jについても同じようなことがいえる。生物学と化学はまず根幹だが,近年の生命科学にお
ける物理学的手法の重要性は益々増大 している。生命の特徴づけるある機能の発現機構を掘 り下げて行 くと ,

必ずその機能を担 う分子 レベルの物質に行き当たるという考えもある。そこには物質科学のテーマとしても

考え得る「生体物質」の研究分野が広がって行 く。さらにミクロなレベルでは,生命物質も物理学と化学の

法則によって理解されるものであり,生命科学と物質科学は融合領域を共有する。「生命科学」にとっても ,
出来るだけ多くの分野の知識が学際的に学び取 られていることが望ましい。 しかし制限された期間内のカリ

キュラムとしては,やはり必要不可欠なことを絞って「学生便覧」にあげることになる。

「学生便覧」に書かれているカリキュラムはあくまでも例であり,幅広い講義が展開されている総合科学
部の利点を生かし, “自分のカリキュラム"を試みてみることも出来るだろう。実際, これまで 4年になっ
て卒業研究で我々の研究室に来た皆さんの修得科目の一覧でも,個性ある選択をしている例を多々見てきた。
こんなことが現実に可能なのも総合科学部のカリキュラムの学際性の証左といえる。

3.学際性の理念と現実
学際的な教育と研究の必要性がいわれる理由の 1つに社会的なニーズのある研究分野で,旧来の学問分野
からすれば種々の分野にまたがるものが増えて来ている事実がある。物質の諸性質の解明と開発や,生命現
象の解明もそうしたものであることはすでに述べた。そのようなテーマに臆することなく幅広い視野で取 り

組みうる人材を育てることが総合科学部の 1つの目的である。別の側面として「専門バカ」という言葉もあ

る。これはある 1つの狭ぃ研究テーマに入り込み,微細に研究を進めているのだが,幅広い立場の価値判断
からするとあまりにも細かすぎて高い評価を与えられないということである。物事を分析的に研究 していけ

ばどうしても陥り易い事であるが, “総合科学"と いう考えはそうした傾向に落ち込んでしまわないような
目的をもっている。

また,教育と研究の組織面で見ると,「総合科学科Jと いう1学科に多彩な分野を包含することにより,
その内部で離合集散によって時代のニーズに合った組織づくりがいつも可能であるというメリットがある。

ところで,飛翔No39では総合科学部の各コースの‐貫 した概念とか集められている専門分野の整合性の相
互関連が今 1つ捉えにくいといった点が指摘されている。教官サイドでは十分コンセンサスが得られていて

現に実績を上げていても,学生の皆さんがもっとはっきり知 りたいと思っている点については機会を作って
しっかり理解 してもらう必要があるだろう。



教育の目的は人材を育てることにあることは明白だが,総合科学部の卒業生が企業で評価され活躍 してい

るという現実の実績は, これまでの卒業生の皆さんの努力の賜に他ならないが,学際教育の成果とも言える

だろう。

(武田隆義 )

数理情報科学 コース

「飛翔39号」の数理情報コース関係の記事を拝見 した印象を書きます。

全体によく調査 してあると思いました。特に工学部システムエ学課程,及び理学部数学科との授業科目対

応表は私自身にとっても参考になりました。数理情報コースは広島大学にはありませんが他の大学には幾つ

もある情報科学科のイメージで捉えるのがおそらく一番適当だろうと思います。

一つ補足すればシステムエ学課程がハー ドウェアを重視 しているというのは間違いではありませんが,現

在ではハー ドウェアとソフトウェアの境界ははっきりしたものではありません。実際に半田ごてで ICを配

線するといったタイプのハー ドウェアの勉強はほとんど無いはずです。力点はハー ドウェアを管理・操作す

る為のソフトウェアに置かれているはずです。

数理情報コースの特色や欠陥に関する指摘も概ね的を射ていると思います。それは一言でいえば極めて多

くのものが,互いに脈絡無 く並べられてある事,従 って皆さんにとって学習・研究の的を絞 りにくいという

事だろうと思います。 (こ のことは実は創成以来の総合科学部全部に付きまとう原罪的問題であり,学問の

スーパーになることなく学部を統合する理念としての学際性が特に我が総合科学部で叫ばれなければならな

い由縁である事も,おそらく編集委員の皆さんが既に気づかれている事と思います。 )
コースの専門科目が多すぎて,他 コースの授業を聞く暇が無いという指摘もうなずけます。現在の数理情

報コースのカリキュラムはかってのコース再編成の際の混乱の影響で,内容・各セメスターヘの配分の双方

で学生に親切とはいいがたいものになっています。この点は教官側も承知 しており,現在その見直 しの作業

中です。来年度の新カリキュラムではかなり余裕を持ってカリキュラムを組むことが出来ると思っています。

「数理情報コースにおける学際性」について書きます。個人的意見になりがちな事を予め断って置きます。

はっきり言って私を含め自分は「学際的」な研究を行っていると感 じている教官はいないのではないでしょ

うか。但 しこれは決 して数理情報 コースの教官は皆狭い自分の専門領域に閉 じ籠っているという意味ではあ

りません。数学と情報 。計算機学には共通 した特徴があります。それは実体がなく,あ るのはむき出しの形

式 (操作体系)だけだということです。ベクトルXは幾つかの規則を満たす単なる「何か」です。同様に計

算機に対する操作は文字通 りには計算機内部の電気的状態の変化であり,それ以外の意味はありません。ベ

クトルXがある場合には物質の運動を表 し,他の場合には経済指標を表すのに使われるのはそれ自身に意味

がないからこそなのです。同様に計算機がある場合には物質の運動をシミュレーションし,他の場合には銀

行の金勘定をするのに使われるのはそれ自身に固有の意味がないからです。 (テ レビゲームという自開症的。

自己完結的な使い方こそが計算機の本来の性格を最も良く表 しています。)つ まり我々はある特定の分野に

因われない普遍的な形式を研究対象としているわけです。それが実際に何に使われるか (あ る具体的な内容

を仮託することにより)は ,あ えて極論すれば二次的な問題です。つまり我々はもともと他の多 くの学問分

野の共通の形式 。道具となるべき物を研究対象としていると考えていますから, ことさらに学際的といわれ

てもピンとこないのです。例えば私自身の研究テーマは数理生態学由来の統計学的問題に統計力学由来の方

法論を適用することにありますが,い ささかも生態学,統計学,物理学三分野にまたがる学際的領域の研究

をしているとなぞとは考えていません。

では数理情報コースの学部専門授業における学際性はどうでしょうか。私見では学部で学際的な授業なぞ

すべきではありません。むしろ講談社ブルーバックスシリーズの何冊かを読むことをおすすめします。卒業

研究や大学院の授業は話 しが別です。又他 コースの事情は知 りません。数理情報 コ,スでは抽象的な形式を

操作する訓練こそを学ぶべきです。この能力は数学の才能とは又異なるものです。但 し数学を勉強するとき

に必須なものです し,それを獲得する一番の方法は数学を勉強することです (も しくは計算機の前に長時間

座る事です)。 一旦この能力を我が物とすれば,圧倒的に多 くの分野への道が開けてきます。但 しもしあな



たの本当の目標・野心が最初から他の特定の分野にあるのなら,数理情報コースに来るべきではありません
`°     (間 瀬 茂)

地域文化 コース

(1)理念としての学際的研究 :「地域」研究の学際的アプローチとは ?―一 難間ですが,「哲学・史学 。文学
などといった既成の学問の枠組みにとらわれずに,多角的に,あ るいは比較の視点にたって,世界の諸地域
の文化的特質を研究すること」,と いえるでしょうか。しかし,古い諺にあるように,「言 うは易 く,行な

うは難 し」。具体的な問題として,例えば,音楽を研究する場合,ど うすればいいのか ?新 しい研究分野と
いえるポピュラー音楽研究に関して,三井徹氏はこう述べています。「音楽として考える段階でもすでにあ
るていど社会学・文学 (歌詞研究)・ 美学などがかかわってくるが, とにかく,ポ ピュラー音楽はもっと幅

広い取 り組みがおのずと求められるものなのだ。人類学・心理学・経済学・宗教学・歴史学などはもちろん ,

さらには電子工学・耳鼻咽喉学などからの研究でさえ必要とされるだろう」 (日 本経済新聞,1990年 11月 27

日)。

レ)カ リキュラムにおける学際的研究 :

①「文化交流論」での取 り組み :「 クラブ,結社,家元,講・組」,「文化交流」,「移民」,「都市」 ,
「模倣と創造J,「 漂泊」,「国境 (く にざかい 。フロンティア)論」,「翻訳」,「旅と文化交流」 ,
「海賊論とその周辺」,「書物」など。

②総合科日での取り組み :「 ヨーロッパとは何か」,「瀬戸内の文化と自然」,「アメリカーーその特質と

諸相一一」など。 (地域コース以外の教官を含む)

③ l～ 7群におけるそれぞれの取り組み :各群が独自の授業科目を開設していますが,理想的なカリキュラ
ムからはほど遠いでしょう。しかし,文学部などにはみられない,多様でユニークなテーマの卒業論文がう

まれていることからわかるように,学際的アプローチの「伝統」ができつつあります。学生諸君の研究テー
マのいくつかを紹介すると,次のようなものがあります。

く日本研究〉 :文学と女性,俳諧と社会,流行語,鬼霊や星辰の信仰, ウルトラマン研究。 (ア ジア研究〉 :

芸能と社会,移民,少数民族,観光についての文化人類学的考察。 〈ヨーロッパ研究〉 :18世紀フランスの

捨て子の実態,政治漫画,大道芸人,移民問題。 〈イギリス研究〉 :絵画や音楽と風土,子供と家族生活 ,
ノンセンス文学, ジェントルマンシップ。 くアメリカ研究〉 :ロ ック音楽,ニ ューシネマ,デ ィズニー研究 ,

アンデスのキリスト教。 〈比較文化研究〉 :少女マンガ論,映画論, ゴシック建築,演劇空間,神話と哲学。
〈民族社会研究〉 :昭和63年度に発足した群で,発展途上地域の地域開発,大平洋におけるミニ国家の問題
など,いろいろの研究テーマが考えられます。

以上①～③の取り組みについて根本的な見直しが必要に思われます。21世紀を見据えた,イ ンパクトある

テーマ (例えば,エ スニック集団と地域国家,国際化と地域主義の問題など)を取り上げるべく,カ リキュ

ラム上の工夫が必要でしょうし,場合によっては群の組み替えも考えねばならないでしょう。

(友田卓爾)
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研究室紹介   社会科学 コース  鯵坂研究室

社会科学 コース 3年 本 城 智 子

鯵坂研究室に通 うようになってから一年足らず,ま だまだ研究室を紹介するには修行がたりませんが, こ

の一年間での “発見"を綴ってみたいと思います。

春……慣れない研究室で先輩方にお茶を入れていただき恐縮 しっぱなしだった。そして,研究室の中にい

ろいろなものがあるのに驚いた。

夏……暑い暑い夏だったが,研究室の中では,一昨年の現地調査に続 く春におこなった,県北作木村と布

野村への住民生活調査の必死のコーディング作業が続けられ,作業に不慣れな 3年生を相手に先生も汗をか

いて下さった。小さな研究室に 5人 もはいるとクーラーもへとへとで,少 しでも涼しくしたいというのがみ

んなの願いになってくる。そこで,なんと !(も ちろん先生の案で)で っかい氷が登場 し,気分だけでも涼

しくなったような……そして作業の合間のお茶の時間には,過疎の村で暮らす人々の切実な言葉や,その生

活の様子などをめぐって話 し込むうちにどんどん時はたっていった。

秋……秋といえばゼミ旅行。一昨年の京都に続き昨年は神戸。神戸ワイン城,ポ ー トアイランド,異人館

周辺の散策も楽 しかったが,中でも最も印象に残ったのが神戸市真野地区の見学である。この地区で昭和55

年より始まった一人暮らしの老人を対象とした給食会に参加させていただき,そのあと,ま ちづくりの推進

役となっていらっしゃる方々に地区一帯を案内していただいた。住民主体・住民参加のまちづくり,住民運

動を支えるものはごまかしのない正 しい調査である,と いう住民 リーダーの方の熱いことばが胸に残った。

冬…… 4年生の先輩方は卒論に忙 しい季節となり,研究室のホワイ トボー ドには, “あと○○日"と 書か

れた文字が現れた。そして,一年のしめくくりの行事, クリスマスパーティーでは,プ レゼント交換など大

いに盛 り上がり,先生の日からもジョークの嵐が吹きまくった。 (だれも止められない)

“喫茶あじさか" “たこ部屋"な ど味のある異名をもつこの研究室ですが,卒業していかれた先輩方から

の,先生・研究室宛に届けられる手紙を見ていると,な んともしんみりとした気持ちになる今日このごろで

す。



研究室紹介 外国語コース (ドイツ語) 小島研究室

「私
―
の 研 究

私の研究室は紹介するほどの価値がありません。その一番の理由は,私自身未だ専門の学生を抱えていな
いことと,研究は主として自宅で行なうので, 自分の専門に関係する書籍はほとんど自宅に持ち帰っている
からです。ただビデオ機器が備え付けてあり, ドイツ語訓練ビデオや ドイツ語コースとして ドイツの映画が

集められていますので,興味のある学生は利用 して下さい。聴取法と呼ぶ ドイツ語の授業を担当した時は,
研究室でビデオを使って訓練 しています。いつも5～ 6人 ぐらいの学生数で, しかも興味を持っている若人

が相手なので楽しい一一学生の方は宿題が多く楽 しいかどうか分かりませんが一―授業の一つです。

私がこの研究室に入って10年以上経ちました。最初に足を踏み入れた時,何か得体の知れない,だが′ら地
よい妖怪に出会ったような気がして,そ の気持ちは今でも続いております。私の前は大入道が住んでいたよ

と言われましたが, さもありなんという雰囲気でした。最初この建物を目撃 した時,兵隊の官舎かな, と思
いましたが,実際大学の建物だというので驚嘆 し,次に感心いたしました。何もかも古ぼけていて,徽臭 く,
埃の堆積 した物体に囲まれ,い かにもE.T.ホ フマンの非現実世界に入 り込んだ気がして,好奇心からワク
ヮク, ゾクゾクしてぃました。廊下は節電とやらでいつも真暗。一瞬カスパー・ハウザーのニュールソベル

クの地下室を連想 します。瞑想には適 しているのかも知れません。しかし内も外も必ず しも静かではありま

せん。それでも,椅子に座ると妙に安堵 します。10年以上の歳月がそうさせるのでしょうか。分かりません。
椅子に座ると,研究室の,い や現実の裂目から非現実の,超 自然の世界に入って行 くことが出来るのです。
空想の世界にです。その空想があまりに素晴らしいと, 自宅の机に座った時, ノー トに書き留めておきます。

研究室でそうなると,事務的な仕事はもうそっちのけです。何かガスのような空気の流れがあって,私の頭
の周囲をゆっくり,やんわりと回ってくれていて,やがて外でマイクがなる音も耳に入らなくなります。非
情な授業開始のベルとか電話のけたたましい音とか誰かが ドアを叩く雑音がするまで,私はその夢想の感覚
を舌紙めず りしています。もっともこれらの音も全て聞こえなくなる状態になった時は,退職 しなければな
りませんでしょうが。勿論, こんな心地にさせてくれるのは滅多にある事でありません。

私は ドイツ文学を研究 していますが,対象はロマン派でなく,20世紀の ドイツ文学が中心です。表現主義
文学は得体の知れない文学で,それまでのあらゆる文学の主義や派を打ち壊 して,何か新 しいものを確立 し
ようとした文学の打ち壊 し一揆みたいな文学です。それは20世紀という複雑な時代のなせる要請であり,従
来の表現形式では伝えようとするものが伝えられなくなって,文学が文学を越えなければならなくなったと
いうことでしょう。しかも従来の形式をいくら否定 しようとしても,そ の否定の中には常に「従来」がつい

て回ることが分かってきました。アンティ・ テーゼは必ず しもテーゼの否定でありえない,テーゼを否定 し

切れないことが分かってきたのです。首から上で成 り立っていたコーロッパの弁証法も髪が抜け,皮膚が爛
れてきたのです。従って首から上だけでなく,個人の肉体全体で,つ まりは宇宙自然の全体で文学 しなけれ
ばならなくなってきたのだと思います。物理学でも「無」から「有」が生 じ得ると説き始めた今日,人間存
在の中枢を脳という一部分に置 くのでなく,肉体全体,細胞の一つ一つに求める必要がある。その場合,東
洋的な「無」の思考が,Fllち元来「有」であるその「無」の定義が,西欧文学の中で問題になるでしょう。
文学も今日,試みとしてあらゆる分野と手法が新 しいやり方で取 り入れなければならなくなった。そういう
文学者として ドイツに A.デープリーンがいます。 しかし表現主義は定まった文学手段を確立 した訳でなく,
文学は文字 (及び記号)を使 う以上,文の芸であることを止めることが出来ず,今のところまだ絵画,音楽
などと融合できずに,厳 しい一線を画 していなければなりません。その苦しみは今日まで続いていると言え
ます。

研究室の紹介とはならなかったかも知れませんが,周囲にガスが立ち籠めてきましたので, この辺でご容

赦願います。

〓
室 ‥コ
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研究室紹介 物質生命科学コース  藤井研究室

専 門分野 に捉 われず
4年生のN君と大学院生のY君の,研究室での会話です。

N君「僕はこの研究室に来たばかりで, ここがどのような所なのか全然知らないんですけれど。」

Y君「教えてあげようか。この研究室には先生が 3人おられ,色々なテーマをもって研究が行なわれている。

また学生も様々な人達が集まっていて,事あるたびにお酒を飲みに行ったり踊 りに行ったりしている。」

N君「遊ぶことがテーマのひとつみたいですね。」

Y君「 このままだと誤解されたままになってしまうな。ちゃんと研究内容も説明しよう。まず,テーマとし

ては大きく分けて物質探索と材料開発ということをやっている。物質探索というのは例えば,色々な元

素を溶かし合わせたり混ぜ合わせたりして新 しい物質を作 り出したり,その物質の性質を調べたりする

ことなんだ。だから自分の手で,世界でひとつしかない物質を作ることが出来る。」

N君「物質の性質というと具体的には ?」

Y君「話が難 しくなるけど,例えばその物質の電気伝導性とか,磁気的性質を調べるんだ。つまり “物性"

の事だ。物性と言っても色々な意味が含まれているけどね。自分が想像 していなかった結果が出るとわ

くわくするよ。その時にその事を知っているのは自分だけなんだから。」               V
N君「何となく分かる気がします。全 く新 しい物質を作るということは面白そうですね。」

Y君「そうだね。アレとコレを混ぜ合わせたらどういったものが出来るだろう,その比率は ?と いうふうに

先生方と議論しながら研究を進めていくんだ。それで良い結果が出たら “よし!"と言って踊りに行 く。」

N君「妙に踊りが好きなんですね。」

Y君「特に先生方がね。だけどこれが僕達の明日のエネルギーになるのだよ, フフッ。」

N君「正当化されたような気が・…・・。ところでもうひとつの大きなテーマである材料開発というのはどうい

う事ですか。」

Y君「 さらき説明した物質探索を基礎的な面とすれば,材料開発は応用的な面と言えるかな。つまり,実際

に世の中で役に立ちそうな物質一―材料と言った方がいいかな,それを研究 。開発 して行 くんだ。だか

ら, “コレはモノになりそうだ"と いう材料を作って一獲千金も夢 じゃあない。実際,特許をとった先

輩もいるよ。」

N君「夢のある研究ですね。その代わり,創造性というか,新 しい発想が必要になるでしょうね。

物理と聞くと一見堅そうなイメージがあるんですけど,話を聞いているととてもそんな感 じじゃない

ですね。」

Y君「現在,物事はすごく細分化されつつあるけど,逆にこのような最先端の研究は,あ るひとつの専門分

野だけでは片づけられなくなっているんだ。今の場合は物理だね。化学も必要だし,工学,時には経済 ,  V

社会の事までも必要になる。」

N君「学際性というものですか ?」

Y君「そう言うとオーバーかも知れないけどね。そう言えばそれは総合科学部の理念のひとつだったね。と

すれば, この研究室は総科らしい研究室と言えるかな,あ るいはそうありたいね。」

N君「今から自分がする研究が楽 しみになってきました。」

Y君「そう思うことが一番だよ。何に関しても自分がやっている事に興味がなくては面白くもないし,ヤル

気も起きない。良い結果も期待できない。まず自分がしてみたい事を明確にしておくことだと思うよ。

また,物理が好きな人だけでなく,化学とか,地学とか色々な人が集まって研究を行ったら楽 しいし,

刺激にもなると思う。知識は決して広く浅 くというように容積一定ではなくて ,要は本人次第なんだから。」

N君「研究室の雰囲気が分かってきた気がします。」

Y君「話がまとまった所で,みんなで踊 りに行こうか ?」

以上,N君 とY君の雑談でした。研究室というものは学生にとってなかなか入り難いものですが,興味を

お持ちのみなさん,気楽に立ち寄ってみては如何でしょう。
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退官のことば

退 職 の 辞

保 田 茂次郎
(自然環境研究コース)

毎年,年度末になるといろんな印刷物に退官者の

挨拶が出る。「あヽこの先生も御停年か,事務のこ

の人もか,世話になったなァ」とひとしきり過ぎた

ことを思い出す。とうとう私にもその役目が廻って

来た。いくら本人が若い気でいようと,逆にどうに

もならぬ衰えを感 じようと,生年月日は人事係の所

管する所でどうしようもないものである。

あと2, 3年 もすれば旧制 (も う旧制と言う語も

死語であろうが)の出身者はすべて現役をはなれる。

戦中戦後,旧制の最後に近いところで学校を出たが ,

特に広島人にとってのこの時期は,今にして見れば

学校とも言えぬ学校の,学生とも言えぬ学生であっ

た。しかし,と もかくも卒業して 1年会社勤め。焼

けた工場の鉄骨が赤 く錆びていた。再び広島へ帰っ

て理学部へ 8年 ,そのあと3年間私学へ出て昭和38

年から皆実分校へ。附属学校と入れかわりに東千田

町へ移っていた。今の半地下の旧自然棟だけが出来

ていた。東千田町の中の分校は翌年教養部。

建物が北へ延び, さらに正面玄関へ延びて行 く間

に,安保問題を中心に学内外の雲行きはあやしくな

り,羽田や佐世保の火種が学内で発火したのが昭和

42年頃から。えらい所へ来たと思いながら毎日走 り

廻っていた。正面玄関から西側, 5, 6番教室の部

分が建つと一緒にス ト,封鎖そして解除,連 日の大

騒ぎ。時は移 り教養部が総合科学部へと変りながら

建物は古びて,やがてあと何年かで姿を消す。耐用

年数はまだあろうが狭 く不便なのを何とか使ってい

る。私もこの建物と同じ年数で, もはや耐用限度 ,

廃棄処分にする。ぃつの間にか27年が経った。

学部創設の時から始まった,紛争とは異質の苦労

は今も,ま た今後も続 くのであろう。教職員各位の

努力が大きな成果となることを確信するが,学生諸

君もそれによく応えて現在の学部を創り上げて来た。

長年の御厚誼を深謝 し,あ わせて学生諸君の前途の

多幸をいのる。

・宝 も の

杉 本 助 男

(生体行動科学コース)

私は外見より欲ばりな人間だと自覚している。宝

さがしが好きである。むしろ宝を追い求めるのが人

生だとも思っている。だから13年前に広大へ赴任 し

たときも,総合科学部でどんな宝を見つけることが

できるか, さまざまな期待をもった。結論から言う

と,期待 したところに宝はなく,別のところにあっ

た。私が名古屋大学から広島大学へ赴任することを

決意させたものは,第 1に総合科学部という学部名

であり,第 2に新キャンパスでの新しい研究室づく

りであった。

私が先ず期待したのは,総合諸科学の共同研究か

ら生まれる宝であった。これは見事に期待はずれの

ものとなった。総合科学部には確かにさまざまな領

域の研究者がいる。 しかしそれらが相互に有機的に

機能していない。つまリー品料理のメニューは豊富

なのだが,それらをうまく構成 してフルコースの味

を出せない。赴任 した当時,私 も少し努力したつも

りだが,だめだった。プロジェクト研究チームをつ

くるということは観念的に受け入れられるのだが,

共同研究として具体的に動かない。

学生も私のような期待をもって総合科学部へ入学

したという話を何人かに聞いた。この13年間,総合

科学部で私が遭遇 した学生はほとんどすべて個性的

で良い学生達だった。

名古屋時代の友人が総科へ訪れた時,プ レハブの

狭い研究室べ案内することにためらいを感 じたこと

があったが,彼は意外なことを言った。「何か暖か

い雰囲気だなあ。学生達と一体となっていて,活気

があって, うらやましいなあ。」確かにそうだ。冬

の朝早 く研究室へ来ても,学生達が夜遅 くまで居た

せいで部屋にぬくもりが残っている。こういう研究

室から去っていくことが,い ま一番淋しい。あと3

年, 3年 といいながら,西条への移転が伸びて,新

研究室づくりができず,プ レハプに長期間居座った

ことが良かったのかもしれない。

私がここで得た宝ものは,総合諸科学の共同研究

でもなく,新キャンパスの研究室からでもなく,総

合科学部に期待して入ってくる学生達だった。

総合科学部が今後一層良い方向へ発展していくこ

とを祈り,退官の言葉とさせて戴きます。
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「何のために論文書 くの ?」

水 本 久 夫
(数理情報科学コース)

今日は12月 9日 の日曜日。明日は, “飛翔"原稿
の締切日である。そのことに気にかかりながらも,

以前からいきづまっていたことで,最近,思いつい

た研究の内容を書きとめるべく,書斎にこもってい

た。お昼になって,「お食事ですよ。」と家内がよ

びにきた。食事をしながら,上の娘が,「いま,何

してるの ?本,書いてるの ?」 とたずねてきた。

「論文,書いてる。」と答えたら,「何のために論

文書 くの ?自 分のため ?」 とききかえしてきた。私

は,「 うっ !」 とうなってしまった。返事に窮して

いると,娘は「 日曜日ぐらい,遠 くへ遊びに出かけ

たら。」といい,家内は,「趣味なんでしょ。」と ,

勝手に結論づけてしまった。

昨年,私は還暦を迎えた。来春,退官して,倉敷

市に新設の川崎医療福祉大学へ移る。今まで, 自分

は何のために論文を書 くのかを,深 く考えたことも

ないし,ま してや,社会や学界の発展に貢献するた

めなどという,おおそれた目的など抱いたこともな

い。強いて言えば,広島大学総合科学部の教官とし

て,論文を書いて研究業績を挙げ,学生の指導に役

立てる義務があることを感じていたぐらいであろう。

しかし,来春,退官してしまう人間には,その義務

を果す必要もなくなってしまうわけで, とすれば,

もう,論文を書 く必要もなくなってしまう。娘が,

「何のために論文書 くの ?」 と聞いたのは,あ る程

度,そのことを察して言ったのかも知れない。さて ,

それでは,何のために論文を書 くのか,あ らためて

考え直してみると,家内が,「趣味なんでしょ。」

と言ったことが,あ る意味では,当っているような

気がしてきた。そりゃ,数学の論文を書 くというこ

とは,大変な労力と時間を必要とする。何の目的も

なしに,何故,好 き好んで,あ えてその大変なこと

をする必要があるのか ?それは,あ る物 (理論)を

作り上げていく過程の楽 しみ,作 り上げたときの喜

びにあるような気がする。それは,恐 らく,他の創

作活動と共通したものがあるのであろう。これから

も,ア イディヤが浮かぶ限り,論文を書き続けたい

と思っている。ちなみに,上の娘は,昨春,広島大

学教育学部を卒業 し,現在,OLで ある。
総合科学部の学生諸君,諸君の基礎的な学業の積

み重ねが,将来に役立つことを信じて,学業に励ま

れることを祈っております。最後に,総合科学部の

教官,事務官の皆々様,昭和52年 に赴任 しまして以

来,14年間の永きにわたって,大変お世話になりま

したことを,心から感謝申し上げます。
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授業の裏側――総科の生活をふ りかえって

清 水 昭 俊
(社会科学コース)

広島大学に在職 したのは12年半。よくいわれる

「十年ひと昔」よりも長 く,確かに,な まはんかな

期間ではない。それは学校教育に当てはめればよく

解るところで,実際,赴任当時保育園に通っていた

私の娘は,大学の入学試験に臨もうとしている。

大学での仕事,つまり研究と教育の内,思 うとこ

ろの多いのはやはり授業で,特に総科には,一般教

育から大学院までの多様な学生を相手にするという,

対応のむずかしい条件がある。研究は狭い範囲の間

題を掘 り下げることになりがちで,他方,授業は人

類学としてのバランスが必要だから, 自分の専門の

研究内容はなるべく授業のテーマにしないという方

針をとってきた。大学院の授業や,学部の内でも演

習は,テ ーマに関わらず勉学の意欲が感 じられて,

授業をする楽しみを味わうことができた。しかしそ

れ以外の授業では,授業を終えて砂を噛むような気

分に陥ったことも,稀ではない。

学部専門の授業は,学生の姿勢がとらえがたく,
未だに適切な授業内容を見定められずにいる。文献

(リ ス トでなく現物)を コピーして事前に学生各人

に配布したこともあるが,なかなか読んでもらえず ,

結局学生に勉強を「強いる」にはレポー トを課すじ

かないといったところに,終わりがちだった。「選

択必修」という語義矛盾を含んだ名前の授業構成は ,

学生に自分の関心に即 して授業を選んでもらうため

の工夫であるが, 日標がなかなか定まらず,必要単

位数を埋める姿勢から抜け出すのが,むずかしいの

かも知れない。総合科学科は学生数の割に授業科目

数が多 く,学生にとっては贅沢な条件にあるが,そ
れを活かすには意欲が必要で,そ の点,私には学生

に対する不満が残っている。時には学生に睡魔が蔓

延し,俵万智さんの歌をもじって,「眠る子を,た

たき起こしてこうぎ (講義,抗議)す る, ここは国

立,広島大学」などと板書したこともある。

一般教育も工夫を要 した。これは文化人類学とい

う学問の性格による。人類学は異文化の研究で,エ

キゾチックな生活内容は物珍しいとしても,所詮は

他人事である。異文化の話題をどこかで今の日本人

の生活に結びつける必要がある。しかし,話 しを聞

くのは年端のゆかない (失礼 !)学生で,教科書を

使わずに,彼 らの少ない生活感覚に訴えて納得 して

もらうには,授業内容を結構考えることが必要だっ

た。興味を持った学生が参考書を尋ねて来て, まだ

適当なものがないと答えることもあり,それが一般

教育の授業では一番楽しい時だった。そんなテーマ

がやがて専門的研究のレベルヘと成長し,私の論文 ,

さらに著書として実を結んだ訳で, こうした論文類

にいくらかオリジナリティがあったとすれば,学生

は私の一般教育の授業で,人類学の最前線での議論

に,それと気づかずにつきあっていたことになる。

大学院から一般教育まで,授業は私の思考を鍛え

てくれるいい場所だったが,今度行くところは博物

館で,授業の義務はない。その解放感とともに, 自

分に思考を強制する場が少なくなると,気がかりで

もある。「博物館行き」,つまリポソコツにならな

いよう,心がけねばならない。

脳裡に甦る 3つのシーンと自己反省

陣 崎 克 博
(地域文化コース)

総合科学部在任19年の間,『飛翔』とどれだけ関
わりがあったか調べてみた。編集に携わったことは

一度もないが,『飛翔』関連誌に書いた4つの記事
の記録が出てきた。①「ボクの願いと意識の流れ」

『総合科学』No l(昭和49年)②「テニスは楽し」

『飛翔』No16(昭和55年 )③「織りなす横糸――
“カナダとアメリカ"の実施責任者として」『メタ

セコイア』No18(昭和59年)④「よりよき就職のた

めに」『飛翔』No32(昭和62年)の 4編である。

キーワードでいえば,総合科学部設立準備委員会

委員,硬式テニス,総合科目,就職委員会となる。

キーワードを更に付け加えて,ユ ダヤ系アメリカ文

学, フルブライト,中国四国アメリカ学会,ア メリ

カ学会,ア メリカ文学会,中国四国アメリカ文学会 ,

地域文化, コース講座委員,外国出張,中国新聞文

化センター,図書館,多山報恩会と続ければ,大体
この19年間の私の生活の情報検索が可能となる。

◇     ◇     ◇
停年退職の弁は,プライベートなことをものして

も許容される恐らく唯一の機会であろうから,引 き

続きこの路線を継承させていただき,キーワードに

よる検索で脳コンピューター画面に写し出された 3

つのシーンと,それに伴う自己反省を記して, この

稿の責をふさぎたい。
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シーン Iと シーンΠ

「事務室は徹底的に破壊されました。このような

物心ともに荒廃 した母校に先生をお迎えしなければ

ならないことは残念で,全 く申し訳ない気持ちで一

杯です」昭和47年初春,長崎大学から転任予定の私

に宛てられた藤本黎時先生の手紙の一節である。同

年夏,千田町工学部キャンパスで行なった昭和46年

度末試験の状況,教室の壊れたガラス窓が,妙に鮮

明によみがえってくる。

いろんな側面での学園紛争の後遺症になやまされ

ながらも,当時の教養部は徐々に立ち直っていった。

昭和49年春には総合科学部となり,今堀学部長はこ

れを筆頭学部とした。昭和53年春には地域研究研究

科,環境科学研究科が設置される。今堀学部長の秀
れたリーダーシップのもと,学部の構成員は一九と

なって邁進 し,部内には熱気があふれていた。将来

計画委員会や大学院問題推進委員会が,夜遅 く8時

～ 9時ごろまで続けられ,空腹と疲労で「早 く終ら

ないかな―」と荒谷委員長の顔を眺めていた情景が

浮かんでくる。

(反省)紛争の暴力は別としても,当時のあの燃

ゆる情熱,安易を振 り捨てる冒険心,退 しき意志は

いま一体どうなっているのであろうか。総合科学部

は向上発展しているのか,下降線を辿っているのか ,

それとも横這いの平坦な道を可もなく不可もなく歩

んでいるのであろうか。新 しい学際領域を開拓しよ

うとする総合科学部で最も要求されたのは「創造性」

「人間性」「総合性」であったが,創立以来約17年 ,

この目標は研究・教育の両面において十分達成され

ているのであろうか。そして私は,学部にどれだけ

貢献 してきたのであろうか。

シーンⅢ

1976年 4月 から 1年間, フルブライ ト上級研究員

プログラムで, コロンビア大学に出張させていただ

いた。一切の通常業務から解放されて, 自由に研究

のできる教官冥利につきる期間である。到着してか

ら数ケ月,資料集めや訪れてきた家族の接待に追わ

れているうちに9月 となった。帰国する家族を見送っ

てケネディ空港からの帰途,遅々として進まぬ博士

論文の進行状況に今更のように愕然としたのである。

それからの数ケ月,バ ットラーホールの一室での悪

戦苦闘が始まった。執念にとりつかれたように,連

日研究に没頭し,と きには深夜に及んで英文原稿を

タイプライターで打ち始め,気が付くと朝がほのぼ

のと明けていることもあった。それは苦闘というよ

りもむしろ,静ひつな喜びが心の底からうつぼつと

して湧いてきて「ひとすじの精進」を続けている自

分を励ましているという静かな心境であった。天野

学部長の言われる enthusiasmに ひたれたあの数ケ

月のあの部屋でのあの自分のイメージが,今 も脳裡

に刻みつけられて忘れられない。

(反省)若かったときや短期間は別として,そ の

後このような状態となったことは,あ まりない。研

究者として内心置据たるものがある。「一流の研究

成果を挙げ,それを自信をもって学生に教えること

が,最善の教育である」との,11月 30日 本学でなさ

れた公開講演における有馬東大総長の言葉が胸にし

みる。
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郷里で停年を迎えるにあたって

栃 木 省 二

(自然環境研究)

昭和52年 10月 ,30年ぶりに懐 しい郷里へ帰らして

いただき,13年半も御世話様になることができまし

たのは,ひ とえに自然環境研究の諸先生方はじめ総

合科学部 。各学部の皆様の御蔭と心から感謝いたし

ております。朝な夕な,広島城を見ながら,子供の

頃三年間あばれまわった幼年学校の跡を横切るにつ

けても,ふっと幼い頃を思い出すことがあります。

戦前は千田町に住んでいまして,道路でローラー

スケー トをしたり,皆実町にできたアイススケー ト

場へ小学生で滑りにいったり,附小の大運動会では ,

教生の先生でもある文理大や高師の学生さんたちと

門前ののしいかを売るお店にいったり,土俵びらき

にみえた双葉山にぶつかったり,南大橋の近 くで泳
いだり, しじみ貝をひろったりしたことなどなど,

まさに走馬燈のごとく, よみがえってまいります。

教授会のとき6階の廊下から見える安芸の小富士に ,

なんともいえない感慨がこみあげて, しばしたたず

むこともありました。さて総合科学部へまいりまし

て,全学のフレッシュマンたちを対象とした一般教
育で他大学にない自然災害概論をもたせていただい

たことは,専門の砂防学・地すべり学で23名 の専攻

生をえたことと共に, これまた大変有難いことでし

た。なかでも地すべり学は,実学の分野でも特に県

庁の林務部や土木部をはじめ,建設省や林野庁など
と関係が深 く,広島県や高知県のみならず,東は群

馬県から西は長崎県まで,各種の委員会に参加する
ことができ,その都度えられた新 しい情報をわかり

やすく加味して学生諸君に講義したためか, とうと

う最終期まで,受講希望者のクジの倍率が数倍とい

う結果となりました。これら受講生の諸君が卒業し

て学校の先生になったとき,子供達に土砂災害から

住民の生命財産を守るために,砂防学や地すべり学
という研究分野があり,上砂災害防止工事が全国で

数多 く実施されていることなどをP.R.していただ

ければ,小生,広大での13年間もってめいすべし,
といえるでしょう。何度も申し上げますが,長い問 ,
広島大学総合科学部という立派な学部で勤務するこ

とができまして,ほ んとうに有難 うございました。

衷心より厚 くお礼申し上げます。

輯 任 の こ とば

小 川  侃
(ヨ ーロッパ研究)

広島大学を去るにあたって「飛翔」編集部から

「転任の言葉」を書 くように依頼された。実は,私
は広大に着任したとき「着任の言葉」にあたるもの

を書いた覚えがないのだが。一一 このたび13年間に

及ぶ教育と研究の時を過 した広島大学の総合科学部

を離れることになった。私が赴任 した昭和53年当時

は, まだ創設 (学部の)間もない頃であり,今 日で

は死語になったが「 白人/イ ンディアン」などとい

う言葉がまじめに取り交わされ生きていた。広大に

来たときは,駆け出しの哲学研究者で意気は高かっ

たが,基本的方針の模索の時期であった。広大の地

域文化研究コースに身をおいてあらたに得た発想も

あり, これも含めて, この13年間には,多 くの仕事
が解決をみたので,感無量でもある。その問 1年 8

ケ月余り, ドイツのフソボル ト財団の奨学研究員と

して, ドイツのヴッパタールとキールの大学に滞在

研究する機会を与えられ,広大からも支援を得たの

を感謝 している。この留学は私にとって余りに稔 り

多いものであり,現れの理論,構造論的政治哲学 ,
古代ギリシア哲学への情熱等は, このときの成果で

ある。ただ当時は,海外研究を「遊学」と同二視す
る風潮があったため,最終的には二年の滞在延長を

広島大学から認めてもらうことができなかったのは

遺憾である。

広島での13年間は,32才から45才 という人生のもっ

とも重要な高揚の時期に相当し,ギ リシア人がアク

メーと呼んだ40才を真中に挟んでいる訳であり,研

究と教育に充実した日々を送ることができたのは幸

いであった。気候温暖で一―夏の凪を除けば一二酒・

魚はうまく,海が近 くにあり,山 も遠 くなく,多 く
の良き優れた同僚に恵まれた。

広島を去っていったかっての同僚が多く,広島時

代をなつかしみ,今 日においても,私の家のベルが

鳴ることがあるのは,広島の余徳とでもいえようか。



二 人 の 女 性

それぞれの世紀末――退職の弁

森   祐 二

(平和科学研究センター)

ルー アンドレアス=サ ロメは,ニ ーチェやリル

ケの恋人として知られる。ルーなしにはツァラトス

トラは生まれなかったろうとか, リルケは象徴詩人

たり得なかぅたろうなどと言われている。ルーに初

めてめぐり逢ったのは1946年,旧制高等学校の寮の

なかで回し読まれていた「 リルケJであった。著者

の名前がいかにも謎めいていて好奇心をかきたてた

だけでなく,内容はさらに謎めいて感 じられた。そ

れは私のリルケ像を根底から変えてしまっただけで

はなく,そ こに精神分析を臭ぎつけた。そして何よ

りも,私にとってそれは世紀末体験として深層心理

に刻印を残すこととなった。

19世紀末は神を殺 した。ニーチェもサロメも。そ

して,ニーチェはナチスにからめとられたけれども,

サロメはその対極に立った。彼女の手元にあったニー

チェの手紙はついにナチから守られたという6神を

殺した世界は,一方では凶悪この上ないジェノサイ

ドの世界戦争を引き起こすこととなった。20世紀は

世界戦争の世紀であった。

ルー自身に即 して言えば,夫のアンドレアスは特

異な言語学者。結婚 してからも彼女は多くの恋人を

もち,男たちのなかに踏み込んで思想家として磨き

をかけてゆく。そして, フロントの弟子として晩年

は精神分析の仕事に従事したという。自由奔放に男

性遍歴を重ねたといえばそれまでだし,ま た,愛 と

性と創造と言うように通俗的につなげることもでき

よう。だが私は断じてそのような見解には立たない。

世紀末の退廃 (その最大のものが三度の世界戦争に

結果する)のなかにあって人間として目覚めたひと

りの女性の倉U造活動の姿を,私はルーに見る。

日本社会は19世紀末を経験 しないままにすぎた。

ここまできて,突然に思い出されるのはピアニスト,
マルタ アルゲリッチのこと,先年広島公演を聴い
てその音楽性にうたれてからのことである。その後

気づいたことは,彼女の音楽は相手のある時にこそ ,
つまり協奏曲や室内楽の協演においてこそ,輝 くの

ではないかということであった。そして自身の芸術

を鍛え,豊かにし,そ の幅を広げる。たしかに,あ

る時は寄 り添うようにやさしく, また, きらめくよ

うに躍動し, ときにはツッパリ,張 り合い,対抗す

る演奏は,え もいえず楽しい。そうして曲に生命を

吹き込むのはもちろんのこと,相手の特徴を十分に

引き出しているのは見事というほかはない。彼女が

室内楽に意欲的であるといわれるのもうなづける。

そのマルタにも演奏家を断念して結婚生活に入っ

た時期があったという。ショパソコンクールが転機

となった。 (その時の演奏は録音されていていま聴

くことができる。)彼女もまた恋おおき女である。

それがマルタの芸術を育て,豊かにし,鍛えたこと

は確かなことである。

世紀末を迎えつつある今日,私にはまだ20世紀末

は見えてこない。サロメに引かれすぎてアルゲリッ

チを呼び出してしまったが,愛の恋のを言うのが本

意ではない。だが,愛の姿は創造のもっとも分かり

やすい形のように思われる。 しかもそこには時代が

色濃くしみ込んでいる。

日本社会は,再び,20世紀末も経験する事無 く過

ぎてしまうのであろうか, という恐れに似た気持ち

を拭いきれない。戦争と平和の対峙がどの側に動く

か,文化の創造に大きく左右されるのは確かである。
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総 科 沼 田 研 修 '90

平成 2年 9月 1日 (土)～ 2日 (日 ),広島工業大学沼田校舎 (広島市安佐南区沼田町)において,広島
大学総合科学部 1年次生合宿研修 (通称,沼田研修)が行われた。

この沼田研修は,総科生が入学後半年を経た時点で,総科で何を学び,研究したいのかを, 自分の志望コー

スを確認することによって考え直す機会として始められた。その内容は,志望コース別 ミーティングや資料

閲覧からレクリエーション (ス ポーツ),教官方も参加される懇親会まである。毎年多数の学生が参加 し,
今回は169人 (申 し込み時)が参加 した。

この研修の細かい内容は,私 自身の個人的な意見と感想 (つ まり “独断と偏見")で書いてみたいと思う。

9月 1日 (上 )

8 :30

し '  この時間に集合…というわけではない。 1コ マめの講義があるのだ。何故 1日 から…。 2コ マは空きだが,
遠隔地通学 (片道約 2時間 !)な ので帰って来れない。と,い うわけで大荷物を背負ってやって来る。体育

会系某クラブの合宿帰 りで筋肉痛がひどい。足が痛い。

12:40  夕晨イ計

休み明けで皆,再会を喜び合う。 “総合科学部様"のバス4台 に感動する。

13:00(… を少し過ぎたと思う) 広大出発
長い。皆,最初頃は休み中の話で盛 り上がるが,だんだん疲れて寝る人が増えてくる。とんでもない山の中

で (近 くの方, ごめんなさい)自 分はどこに連れていかれるのだろうかと不安になる。

14:00 工大到着 。オリエンテーション・学部長挨拶 (知育館大講義室)

景色が素晴らしい。緑ばっかり。あまりの環境の良さに感動する。キャンパスも (広大と違って)き れい。

久々の学部長挨拶に入学当初のことを思い出す。

15:00 待ってました。第 1志望コース別 ミーティング
υ   皆,真剣です。コース全体の説明の後,各研究別の小グループで,カ リキュラムから資格,留学,就職等に

ついて積極的に質問。自身の留学体験も含め,熱心に語る教官とメモをとりながら真剣に聞く学生。一部 ,

学部内の裏の話も…

ちなみに,人数は地域文化12名 ,社会科学31名 ,外国語23名 ,数理情報36名 ,物質生命24名 , 自然環境26名 ,

生体行動17名 。

17:15 生活棟へ。入浴・夕食                        =
荷物が重い。筋肉痛に階段はキツイ。入浴ぼ浴室が狭い (女子用), しかも時間が15分 しかない。工業大学
だから仕方ないようだ。食事はなかなか豪華。だけどもう少しあっさりしたものが食べたい。 (わがまま)

18:45 資料閲覧 (知育館 2Fロ ビー)       .              . :
各コースのカリキュラム,教官の研究テ,マ ,卒業論文の題日,就職状況などの資料を展示。コーナーのテー

ブルには各コースの教官も。コース男lミ ーティングで言い足りなかったこと,聞 き足りなかったこと,色タ

あるようだ。一部で熱心に語り合っている。なかなかアカデミックな話だ。そうでない教官は,何 となく寂
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しそうだ。全身から “何か質問してくれないかな一"と いうオーラが…

20:00 懇親会 (大食堂)
これだけの人数, しかも教官も一緒の懇親会…という機会はなかなかない。和やかに語 り合っている。やた

らと女の子に飲ませたがる教官もおられる。一部つぶれてしまった人もいるようだ。最後の締めはもちろん

“安芸の国"

22:00  慮t霧諸

…だけど懇親会の続きで,皆話が盛 り上がる。時間を守る (ろ うとする)人は一体何人いるのだろうか。と

にかく,総科生がこれだけ一度に集まっているという機会,皆おしゃべりなどで親睦を深めているようだ。

私も加わりたかぅたが, クラブの合宿の疲れで down。 先に寝させてもらうことにする。

9月 2日 (日 )

6 :30  1旦ラK

眠い。とにかく眠い。皆,眠そう。この 6:30起床というのも合宿ならでは…。

7:00 朝食 (大食堂)
眠い…

8:00 自由時間・資料閲覧
再び部屋に戻って寝る人が多い。

9:00 第 2志望コース別 ミーティング

第 2志望なので寝ている人も…。でもまだどこのコースにしようか迷っている人にとっては真剣。教官方も

自コースのPRを しておられる。
この日は,地域文化42名 ,社会科学39名 ,外国語 9名 ,生体行動28名 ,物質生命27名 , 自然環境20名 ,数理

情報 4名。

11:30 昼食
やっと少 しは目が覚めた感 じ。ここ沼田での最後の食事でもある。

12:30 レクリエーション
バレー,テニス, ソフト,水泳の4種 目。水泳は人数は少ないけど楽しそう…ということで,後から入った

人もいた。

15:30 清掃
16:00 工大出発
17:00 広大到着 。解散

皆さん,おうかれさまでした。

…というわけだが私の個人的な意見を言わせてもらえば,各 コースから参加された教官が 3人ずつで,私

の場合, 自分の行きたい研究講座の教官が不参加だったということが少し不満であうた。仕方のないことと

は思 うが・̈ 。 しかし, こうしてこれだけの人数の総科生と教官が集まって 2日 間一緒に生活 し,語 り合 う機

会というのは,なかなかないと思う。それだけでも私はこの研修に参加 して良かったと思う。

最後に,連絡員の皆さん,ど うもご苦労様。              (文 責・森野 美和 )
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今回の『飛翔』第40号では、総科に対する素本卜な(?)疑間を編集委員が出し合い、更に

厚生補導係前に設置した
｀
飛翔箱、の中に投函されていたものを合わせ、昨年11月 28日 の編

集会議でピックアィプした上で各編集委員に割り当て、調査してもらった。このコーナー

は、その調査結果である。

なお、まとめるにあたって、各編集委員の報告書の文章は、そこはそれ、同じ人間の書

いたものではないので、また、ページ数の関係上からも、文体等かなりの程度手を加えた。

いわば換骨脱胎だが、御容赦願いたい。え? 許さんちて? きゃ一っ……

《学生番号の尻尾の

《何で一食のカレーには チェックの意味は !?》

本人が番号を使う際、その

番号で正しいかどうか判別す

る為なんだそ―である。ヘー。

《エレベーターは

具が入つてないのか !?》

肉はミンチである。だから

見えないのだ。ブロックにし

たら、肉が入る人と入らない

人が出て、不公平だっしょ?

野菜は玉ねぎしか入れてな

い。ニンジン・ ジャガイモは

入れたらドロドロになっちゃ

うそうで。

《何で自然科学棟は

あんなに複雑構造 !?》

自然科学棟に限らず、総科

の建物の構造は不自然かつ奇

妙。学務第一係に問い合わせ

ると「そりゃ一後からくっつ

けたからじゃろぉ」…… もう

少し詳 しく調べてみると、19

60年 に旧自然棟が完成 (図 A)

続いて65年新自然棟 (図 B)が

完成。やがて67年に新館 (図

C)、 68年に新・新館 (図 D)

…… だから複雑なワケである。

何故片方しか使えない !?》

省エネの風潮が盛んだった

頃(十年ほど前かな)に、経費

削減と省エネの為に使用停止

になったとか。現在あの右側

のエレベーターの内部には、

機械もないそうでやんす。

ところで新 。新館の北側の壁。何やらブサイ

クである。ネットもかかっている。これは、当

初の計画で新・新館と旧自然棟をつなげること

にしていた為。ところが御承知の通り
｀
移転、の

二字ゆえに計画は途中で放り出されたのでアリ

マシタ。ちゃんちゃん。
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教官研究室の広さは違う!?》

建設時には、文部省基準に

基いて理系研究室の方が文系

研究室より広くなっており、

それが後の大学規模の拡大で

教官数が増え、プレハブ等、

研究室の広さに差が出てきた

ということらしい。それで現

在では各コースに面積に於い

てバランス良く研究室を配分、

各コース内でどの教官がどの

研究室に入るかを決めている。

ちなみに社会科学コースの

場合は、各教官の希望を元に

教官間で相談して決めたそう

である。

《何故掲示板をピロティーと

ピロティー 【仏 pilotis】

①脚柱、基柱。②近代建築

で地階を部屋とせず吹きっ放

しにしたもの。 (広辞苑)

杭の意。建物の三階以上に

室を設け、一階は柱を残 して

吹きさらしにしておく建築様

式。また、その脚のような柱。

建築家ル=コ ルビュジェの提

唱。 (大辞林)

《何で総科はいつも特別なの!?》

総科が常にまず一番に挙げ

られるのは、文部省に登録さ

れた順番 (牽制順序)がそ―だ

から。総科の成績発表の日程

が他学部のそれを記 した中に

出てこないのは、総科だけの

掲示板に別貼 りされるから。

総科と他学部の事務が分かれ

ているのは、総科が卒業まで

利用するのに対 して、他学部

はぱんきょ―の間だけ(後は、

各学部の事務を利用)だから。

……わかっちゃいるけど、

ねぇ……うん……。

《社学ゼミは何故―単位!?》

ゼミというのは元々一単位

なのだよ。地文の演習が二単

位とゆ―ことの方が、フツー

でないのだ。地文は講義数が

少ないからねぇ、そんでもっ

て二単位にしてるっつ―の。

ふぶっ。

一一つまり、掲示板=ピ ロティー

なのではなく、建物の形のことな

のだ。ちなみに、新館一階より学

務の方が少し高くなっているのも、

掲示板をpilotisに する為だった

そうでアル。

《何故総科=年の為だけに

研究室があるのか !?》

断っておくが、他学部にも

学生控室的な場はある。総科

二年以降にもコース別研究室

がある。一年はコースに分か

れていないから、あの半地下

研究室が存在するのだ。だか

ら、一年学生研究室は学務、

コース別学生研究室はコース

事務、と管轄が別である。

創設は1975年 5月 。目的は、

総科生の交流の場を作 り、親

睦を深めること。無論、今で

もその役割は変わらないのだ

が・……も―少し綺麗に使って

おくれ。

撲 可



《どうして半地下
′
なのか!?》

……半地下。奇妙である。

我々も人知の及ぶ限り手を尽

くして取材を行った。いまだ

真相は明らかではないが、学

務の推測は次の通りである。

その一。半地下のある旧自

然棟は1960年 に建造された。

当時はまだ建築技術が未熟で、

地盤の弱いデルタ地帯に四階

建ての建築物を建てるには、

深く掘り下げるしかなかった。

だから半地下なのだ―。

その二。容積率との関係が

《ストはどうして

ある。広島では昔、四階建て

以上の建築物は建ててはいけ

なかったのだ一一ううむ、現

在よりも結構な都市計画のよ

うな気もするのだが。

……半地下。謎は深まるば

かりである。

総科に来るのか:?》

人数が多く、インパクトが

あるから、効果的である。

もっともである。これに対

し『仮面ライダー』のショッ

カー軍団は、「世界を我が手

に」などと言いつつ幼稚園の

バスを襲うといったみみっちい

ことをする。全くのナンセン

スだ

《至極単純なギモン》

《何故総科にだけ

『飛翔』があるのか !?》

そりゃ総合科学部報だかん

ね。他学部にあったら変。

……何 ? 回答になってな
い ? それもそ―だ。では、
もっともらしい答。

大学の機関に学生の参加が

認められるのが殆どない今日

に於いて、学生の発言権のあ

る場の提供。また「自分たち

の学部は自分たちの手で創っ

ていくのだ」という、総科生

としての誇りと主体性を生み

出し、学生・教官・事務官と

のコミュニケーションを深め

Q.総合科 。学科なのか、そ

れとも総合科学・学科なの

か ?

A.後者だよん。

《卒論提出期限は何故違う!?》

学部としての締切は一律だ

が、コースによっては多少早

い場合もある……ち、地文だ

よ、地文!! くっそ―……。

審査に要する時間から逆算し

て決めるのだとか。

―-27-
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“街の総科 "

何

'|`‐
=|ゃ

,何かできなきゃなぁ―一最近つく
づく,恵|ます。大学生活も3年が過|ぎて, このまま
無免許F蕪資格で卒業してしまうの|か と思うと, ど

賭i餡釉底辣壼
コースの人がいたりして, 自然環境の子は,学芸員
の資格を取るために夏休みの間美術館に通っていた

し一―。資格を取るために大学に来たとは決して思

いませんが,やっぱりうらやましいなあという気持

ちが心の奥底で顔をのぞかせます。

私はどうしても自分にないものを他の人が持って

いるとうらやましがってしまうようです。技能面で

も経験面でも,い いなあいいなあを繰 り返 して, さ

て,私には何かあったっけと振 り返ってばかりです。

あった !と見つけることもできますが,たいていは

ないよ―と落ち込むことのほうが多いのです。

資格ばかりではなく, ダィル・スタールをしてい

る友達―一これも私の羨望の対象です。英会話スクー

ル,絵画教室,テ ニススクール,茶道を習いに行っ

ていた友達もいました。ここまでくると,私はただ

のうらやましがりですね。よほど自分に自信がない

んだなあと思います。

でもでも,私の実家のほうでは, こんなに多種多

様なカルチャースクニルはありませんでしたし,行

く人もあまりいませんでした。ところが:こ こ広島

にいると,や る気さえあれば何でもできてしまう。

やっばり,私にとって広島は都会なんだ■と改めて

実感 してしまいます。

大学生活の中でやるべきことはそれなりに (?)

こなしているつもりなのに,何かもうと他にやらな

i龍窯よ:I霧皐現宏よ轟瞑ピ・

彙曾方去皐喜雪去||;鼻絶き:き :こ象:筆『:i
うな気がして,今の状態にちっとも満足していませ

筵き「鐙膿話lT11を會■il婁≧よ
「すごいね―」と私自身のことをはめられたりして ,

とまどってしまいます。そうか―,そんなふうに見

てくれる人もいるんだな―と思うと,恥かしい話で

すが,やっぱり何となく嬉しくなってしまう私。

自信を失 くしたり, 自信をつけたり……右往左往

してぐるぐる回って,時には自分の中に沈み込んで

しまったりしながら,大学生活が過ぎていきます。

多種多様な情報が提供されると,そ の選択や何か

で,かえってス トレスがかかることもあるんだなあ

と思います6う らやましがりで欲張りな私を少しず

つなだめながら,周囲の価値と自分自身の価値の折

り合いをつけながら,ゆ っくり頑張ってゆこうかな

と思っている今日この頃です。

(文責・ るるる)

ダ ブJレ ‐_ス .ク‐デ ル
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飛翔箱

4年間を振り返って
昭和62年 4月 4日 。故郷兵庫県西官市を離れ初め

てひとり広島へやってきたその日である。これから

始まる未知の土地での暮らしに様々な思いを巡らせ

ながら,広島駅前に立った時のことはよく覚えてい

る。字品行電車に揺られて耳慣れない地名を聞きな

がら広大前に着いた。今では狭いと思う広大キャン

パスも,やはり中・高校と比べるとはるかに広く中・

高校のそれとは比較にならぬ正門の大きさ,真直ぐ

に延びる森戸道路,そ の向こうにそびえる赤 レンガ

の理学部時計台(?)の風景に “大学"と いう威風を

感 じた。今日は別に広大に来る必要はないのだが,

人影まばらな森戸道路を歩き自分を,そ の風景の中

に溶けこませたかった。もちろん,す ぐにはできな

かったのだが一―。大学生活が始まった !

入学式,オ リエンテーションと慌だしく様々な行

事が過ぎ,授業が始まる。高校までのくだらない詰

め込み学習と訣別し,知識への無限の欲望があった。

自分には人文,社会, 自然科学いずれの分野にも自

分なりの考え方があった。もちろんどれも感ずるま

ま,思 うままの考え方であって論理的な根拠は全然

ない。ある意味では,大学という最高学府の学問と

やらがそれらの自分の考えをどう変えてくれるので

あろうかという期待が自分を大学へ行きたいと思わ

しめたのだと思う。

その期待は見事に裏切られた (も っとも,そ の理

由は後でわかってくるのだが)。 大教室で淡々と行

われる講義は眠たい以外の何者でもなかった。難し

い専門用語が飛び交う中で,何を言ってんのかわか

んね―よというのが正直な感想であった。心は次第

に教室を離れ,灰色の校舎の上の空を見上げながら

“自分は今,何をすべきか"をずっと考えていた。

難しい観念をもて遊んでいても何も進歩はないので

ある。自由にならねば,そ して迷いを捨てねば何を

しているのかわからない。それにしても総合科学部

という所は一  (!?)

総科は 2年生になるときに所属コースを決める。

つまり1年生の 1年間は猶予期間である。総科の謳

い文句は何でもできる学部であるという。だが裏を

返せば何もできない学部なのである。本人が自分の

やりたいことを明確に持っているのであれば “何で

もできる"学部であろう。しかしなんとなく総科に

地域文化コース日本研究群 4年

宮  崎    浩

来ただけの人間は “何もできない"ま まに, またな

んとなく卒業してしまうのであろう。

これは学問 (勉強という言葉は好きではない)の

ことだけでなく生活上においてもそのような風潮が

総科生には無きにしもあらずである。だいたい, 自

分は○○学なんていう学問を本当に学びたいと思っ

ているのだろうか ?要領よく優をとるより,つまら

ないと思えば不可で結構という考えは現実には不利

である。でも本当はそれが正 しいのではないだろう

か ?自 分の価値観とどちらが大切なのか ?

入学 して早々にこのように思った僕はオリキャン

(懐 しい !)の フェローの先輩に話をきいてもらっ

たが,先輩もどちらかというと現実肯定主義の人で

あった。精神的な意味で右往左往しながら1年たち ,

コースを決める時がやってきた。結局地域文化コー

スで,ま た後で群を変えることになるのだが,ま あ

これは正 しい選択だったと思う。 2年生, 3年生と

進むにつれ自分は何の学問がしたいのかはだんだん

と見えてきたようである。今は迷いもなく(?)卒論

に取り組んでいる。結果から言うと,総科に来たこ

とは正解であったと思う。但 し生活面では一一 ?こ

れも総科生のはまりがちなどつばからはなんとか逃

れたとは思っているが。

けれども,今振 り返ってみると,混沌とした 4年

間だった。新歓コンパ,オ リキャン,大学祭の出店

(総科62お好み焼だったかな ?),沼 田での研修 ,
フェローだった半年間もあった。半地下研究室で騒

いで追い出されかけたこともあったな。プレハブの

研究室を閉鎖されかけたことも…。 3年生あたりに

なると,行事からも縁遠 くなりそういうノリはなく

なってきたが,代わりに学問の方は充実 してきたと

思う。やはり楽しい思い出というのは 1・ 2年生時

代に集中しているようである。なにしろまだ若かっ

た!?(こ れは否定できない。)

後輩の皆さんへ。大学で学ぶことは誰でもできる。

でもそこから問うことがないのならば大学へ来た意

味はないのである。その問いかけはたった 1つでい

い。その 1つを必死になって探 して下さい。そして

必死になって(?)遊んで,楽 しい思い出を沢山残 し

て下さい。
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飛翔箱

言葉の錬金術師達はソフトボールに涙する!:

私が外国語コースに入って二年近 く過ぎた。一年

目はとにかく忙しく,週に空きコマが三つしかなかっ

た。特に驚異だったのは木曜日で一コマロを除いて

残 りの三コマが,聴取法,表現法,会話と全てネイ
ティブ・ スピーヵ―による演習といった具合だった。

これではいくら怠惰な私でさえ勉強せざるを得ない

状態に追いやられていた。そして今日,二年目の外

国語コース暮 しも残 りわずかとなってようやく重大

な盲点の存在に気付いた。それは,私 自身が自コー
スの教官をまったくといっていい程知らないという

ことだった。

外国語コースには五十数名の教官方がおられる。

01生を迎えようやく学生の数が教官方の数を上回る

といったように,英語, フランス語, ドイツ語,そ
の他の言語を通じ,教官方の数が豊富である。教官

方が多いというのは,それだけ多方面に渡り様々な

専門的な分野の指導を受けることができるので非常

に良いことだと思う。その一方で,多すぎるという
のも困ったもので,あ まりの豊富な品揃えに迷って

しまい何があるのかわからなくなるといった贅沢な

悩みが生 じてくる。私と同様外国語コースの他の学

生の間では,その教官方の豊富さについてゆけずに ,

自コースの教官の顔,いや名前すら知らないでいる

といった短所がある。

最近になって,外国語の教官方及び学生はそういっ

た短所を克服するために動きだした。具体的には去

年から始まったソフトボール大会である。そもそも

ソフトボール好きの教官から試合をやらないかと誘

われたのがきっかけである。それが回を重ねるごと

に,参加者も多くなり,学生とのコミュニケーショ
ンを深めるのに役立っている。コース柄,男子より

も女子の数が圧倒的に多いため,多少の支障はある

ものの,院生も含め助手まで呼んで毎回皆んな楽 し
んで試合を盛り上げています。試合の方はというと ,

なかなかレベルが高く,教官方の年齢を感じさせな
い動きにいつも学生が圧倒されています。学生チー

ムが未だに教官チームにまともに勝ったことがない

という事実からも,い かに教官方が上手いかよくわ

かると思います。ソフトボール後の飲み会では,普
段教室では絶対に見られないような教官方の素顔を

外国語コース3年

加 藤 純 悟

垣間見ることができ,一層教官方への好意も深まり,
コミュニケーションに花を咲かせています。日頃の

運動不足やス トレス解消のためにも,今後ますます

多くの教官方や学生の参加が期待されています。

また,学生の間では, 自コースの教官方をより深
く知るために,各教官方の研究分野を載せた用紙を

作成しています。せっかく多勢の教官方がおられる

のに知らないまま過ごすといった短所を少しでも解

消できれば良いと思っています。教官方とのコミュ

ニケーションの足がかりになればと,そ の完成を急
いでいます。

その他にも,外国語コースでは 3回生が中心となっ

て企画,準備,実施する夏期英語集中キャンプを行
なっています。このキャンプは英語の能力を向上さ

せるのを目的として,三 日間日本語厳禁の生活を送
るというものです。毎回大勢の教官方をお呼びして

参加 していただき,去年三回目のキャンプを行ない

ました。非常に有意義なキャンプができ大成功でし

た。

このように,外国語コースでは様々なイベントを

通 じて,教官方と学生とのコミュニケーションを深
めています。これからも,学生の積極的な姿勢と教

官方の御協力を基に,外国語コースが活性化し, ま

すます魅力のあるコースになって欲しいと思います。

「時々,落ち込むことはあるけれど,私はこの外

国語コースが好きです。」



飛翔箱

四番目の魔道士

風は激 しく、海は訪問者たちを拒むかの如く荒れ

狂っていた。

「此処から先は、この船じゃあ、あきませんぜ !」

水夫の声も、叩きつける風にちぎられる。

季節外れの嵐となった海の只中で、さほど大きく

ない船は頼 りなく波に揉まれていた。大抵の海には

慣れっこの筈の水夫たちが、青い顔で行き来する。

その中で、船縁に行む一青年ばかりは、殆どまじろ

ぎもせずに、黒い海の向こうを見つめて動かなかっ

′こ。

すっかり薄汚れてしまった白いロープの裾が、強

い風に音をたてる。

「カルキ」

誰かが、側に寄ってきた。振 り返った青年の目が、

つと和んだ。

「シュリーか……」

「ひどい荒れになったわね」

こちらは青みのかった草色のロープをまとった女

性がひとり、青年の横に立った。

「これから先は進めないって、水夫たちが青くなっ

ているわ」

「ああ……だけど、そうもいかない」

青年が苦笑したところへ、また別の声がやってき

た。

「おい、カルキ、どうする? どうやら、ヴィラ
バ ドラはオレ達の訪間が気に入らんようだぜ」

真っ赤なロープに身を固めた青年が、少々危なっ

かしい足取りで近付いてこようとしている。女性が

走 り寄って支えると、その赤ロープの青年は土気色

の顔にべっとりと脂汗をにじませながら、それでも

笑顔を見せた。

「はは'… …悪いな、シュリー」

「大丈夫なの ? ガルーダ」
「面目ないね……

｀
炎使い、と恐れられるガルーダ

様が、船酔いとはな・……奴らが見たら、さぞかし笑

うだろうよ……」

そんなやりとりをよそに、カルキ青年は、煙るよ

うなスミレ色の瞳を、再び海の向こうに据えた。視

線の先に、島があった。広い海では全く取るに足り

ない、イヽさな島だ。だが・…・・。

山 本  みつね

「……仕方ない。此処から先は、小船を下ろして

もらって、僕らだけで行こう」

「大丈夫かしら……・」

「元々、僕らのやろうとしていることは、水夫た

ちには関わりのないことだ。巻き添えには出来ない

だろう? 僕が、小船を下ろしてくれるよう、頼ん
でくる」

カルキ青年は静かに言うと、船縁から離れた。

ヴィルシャナ島は、ちっlt‐けな島である。

歩いて二十分もあれば横切ってしまえるほどの面

積 しかない上に、申し訳程度にへばりつく草木の他

は岩と砂ばかりという、殺風景な島である。だが、

このほんの小さな島の何処かに住むと言われている

ひとりの黒魔道士を捜 し出せた者は、これまでにひ

とりとして存在しない……

｀
白き魔道士、カルキ、

｀
大地の子、シュリー、

｀
炎

使い、ガルーダ、この二人の若い、しかし二人なが

らに当代一流の能力を持った魔道士たちが、ある邪

悪なる魔の一族との戦いに立ち上がって、今日で六

日日であった。二人は全力を尽 くしてはいた。 しか

し、彼らの力は、一族に対抗は出来ても、その暴虐

の支配域を押 し戻 し、一族本来のすみかに逼塞せし

めるには、いまだ不足であった。二人のリーダー的

存在カルキは、五日目の晩にひとつの決意をした。

彼は、自分の異名のままに己が永遠の敵と見倣 して

はばからなかった黒魔道士ヴィラバ ドラを、同志と

して迎えようと考えたのだ。

黒魔道士ヴィラバ ドラーー 三年前、当時黒魔道士

として最強最大の力を持つと自他共に認められてい

た邪悪なル ドラを葬った魔道士である。以来 ル` ド

ラ殺 し、との異名を冠されているのだが、不思議な

ことに、この魔道士が何処で生まれ何処でどのよう

にして育ったのか、誰ひとり知らなかった。ル ドラ

を倒 したことで一躍その名を知られるようになった

後も、この魔道士は、他者にその素顔を知られるこ

とのない奇妙な魔道士であった。というのも、ル ド

ラ亡き後要を失って右往左往する黒魔道士たちの上

に立つでもなく、姿を消してしまったからで、ただ

噂ばかりが、彼がヴィルシャナ島に引きこもって黒
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魔の術の研究三味の日を送っていることを、嘘か誠

か、伝えているのである。

「 どうせ、また、日くらましか何かでオレ達を辿

り着かせまいとするに決まってるぜ」

陸に上がったことですっかり顔色を取 り戻 したガ

ルーダは、そう毒づくと、今やけろりと凪いでしまっ

ている海を、いまいましげに眺めた。彼らは、シュ

リーの力を借りて荒れる波を鎮め、やっとの思いで

先刻この浜に小船を寄せて上陸を果たしたところで

あった。嵐は人為的なものだったようで、その術を

破る為にシュリーは疲労困懲し、今はカルキに支え

られてようやく立っている。

そのシュリーが、ふっと指を上げた。

「どうやら、そうでもなさそうよ」

シュリーの指 した方を何気なく振 り仰いだカルキ

とガルーダは、ハッと目を凝らした。

小高い岩場の上に、人影があった。黒い雲が切れ、

日の光が地上に注いだ。一瞬だが、その光が、岩場

に立つ人影を余すとこなく照らし出した。

黒衣に身を包んだ男であった。年の頃など、遠目

ゆえにしかとは知れないが、風に晒されている髪の

つややかな黒からすると、まだ充分に若いとは思わ

れた。鋭い視線が、砂浜の二人の上に注がれていた。

ヴィラバ ドラ……。

二人は、今までにヴィラバ ドラの容姿など、噂に

も聞いたことはなかった。だが、その男を見た途端、

彼らはそれがヴィラバ ドラだと直感 した。証拠など

必要なかった。ただ、わかってしまったのだ。

「  待って !」
だが、姿を見せたのも東の間、黒衣の男はあっと

いう間に身を翻 し去った。シュリーが思わず発 した

声に、他のふたりも我に帰った。

「シュリー、ガルーダ、僕につかまれ !」

カルキは素早く印を結ぶと、日早に呪文を唱えた。

「ABILO・ FONICA・ ARSU!」

ふわり、と足が地を離れた、と思った次の瞬間に

はもう、二人は岩場を見下ろせる上空まで一気に舞

い上がっていた。

「―― あそこだ !」

ガルーダが目ざとく指差す先で、さっきの男は今

まさに岩陰にすっと入り込んでゆくところであった。

三人もすかさずそこへ降り立つや、後を追って岩陰

に駆け込んだ。

一
足が宙を踏む !?

あっと思ったdlJ那、二人は闇の中を転げ落ちてい

スニ。

だが、さほど長じヽ時間ではなかった。

意外にふうわりと下に叩きつけられるが早いか跳

ね起き、辺りを見回したカルキは、ほの明るい闇の

向こうに端然と座 している件の男に、すぐに気付い

まこ。

「 ヴィラバ ドラ…… ?」

どういう空間なのか、声が奇妙に反響する。男は、

閉ざしていた目をゆっくりと開いて、カルキを見た。

鋭いが変に尖ったところはない漆黒の瞳と、煙るよ

うな、しかし一本芯の通ったスミレ色の瞳とが、静

かにぶつかり合った。

「 ヴィラバ ドラ……だね、君が」

カルキはもう一度口にしたが、それは既に間では

なく、単なる確認であった。相手は頷 くことすらせ

ず、カルキを見つめて動かなかった。見てくれは至

極若いのに、何処か見る者を畏怖させる威厳を具え

ている魔道士であった。

「 ヴィラバドラ……・僕の名はカルキという。後ろ

はガルーダ、そしてシュリーだ。僕らは……君の力

を借 りたくて、此処へ来た」

背後でガルーダとシュリーもまた身を起こして見

ているのを感じながら、カルキは語り始めた。

「今、この人間世界を危機に陥れている魔の一族

のことは、君も知っていると思う。僕らは奴らと既

に五日五晩戦ってきた……だけど、僕ら三人だけの

力では、奴らを封 じることはおろか、早晩敗北を喫

することになるだろう。ヴィラバ ドラ……君は、強

大な力を持つと噂に高い魔道士だ。いや、今現にこ

うして君を見た僕は、噂が真実だと確信 している。

どうか、君の力を貸してはしい。あの邪悪なる一族

を、本来の居場所たる魔世界に封 じ込める為に」

黒魔道士ヴィラバ ドラは、カルキの言葉を聞き終

えると、不可解な笑みを見せた。そして、かたわら

の机に据えられた水晶球に手を置いた。

「一一かの一族に向かってゆくなら、私は確実に

死ぬ」

やや低めの、濁 りのない声が、やはり奇妙に反響

した。カルキは、すっと自分の顔から血の気が引く

のを自覚した。

「それは……どういう…… ?」

「 この水晶球に訊いてみたのだ。かの一族に戦い

を挑めば、私を待つのは死の一字のみ」

「だから一一 嫌だってのか、ヴィラバ ドラ!?」

激発したのはガルーダであった。カルキを押 しの
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け、殆どつかみかからんばかりに、彼はヴイラバ ド

ラに詰め寄った。

「オレはな、元々 ル` ドラ殺し、の貴様に力を借 り

るなんて大反対だったんだ。だけどオレ以上に黒魔

道士なんて人種を厭い抜いてるカルキが、それでも

もうこうするしかないって、下げたくもない頭を下

げると決めた以上、オレだって何をか言わんや、だっ

たよ―― それを、貴様、死ぬのがわかってるから

奴らに戦いを挑むのは嫌だと吐かす気か !?」

「死ぬとわかっていて、わざわざ命を捨てにゆく

あほうが、そうそういるものかな」

「何だと、この一一」

「やめて !」

シュリーが必死で引き止めなければ、ガルーダは

そのままヴィラバ ドラに殴りかかっていたに違いな

い。カルキはその間青ざめた顔でじっと下を向いて

いたが、やがて、声を絞り出した。

「ゎかった……」

かすれ切った声だった。

「ゎかった……もう頼まない」

「……
。そこを真っすぐ行けば、お前たちが小船を

着けた浜に出る」

ヴィラバドラは無表情に指で示すと、それなりそっ

けなく目を閉じてしまった。カルキはゆっくりと立

ち上がり、行きかけたが、不意にこみあげてきた感

情を抑え切れずに振 り返 り、ぎゅっとヴィラバ ドラ

を院みつけた。

「僕が馬鹿だった一―少しの間でも、黒魔道士な

んかに望みをかけた僕が、馬鹿だったんだ !」

ガルーダさえ度肝を抜かれたほどの激 しさで言葉

を叩きつけざま、カルキは駆け出した。ガルーダが

三瞬遅れて後を追う。シュリーもまた彼らを追って

二、三歩行きかけたが、つとその足を止め、ヴィラ

バ ドラの前に戻つた。

「・……まだ何か言い足 りんことがあるのか」

日は閉ざしたまま、ヴィラバ ドラが唇を開く。

シュリーは、静かに領いた。

「ゎたしは、あなたにお礼を言いたくて残ったん

です、ヴィラバドラ」

彼女の言葉は、充分に黒魔道士の意表を衝いた。

彼は目を開くと、まじろぎもせずに彼女を見つめた。

「ネLだ と……・?」

「ええ。ゎたしは、あなたのその気持ちだけでも

嬉 しかった、 と」

「気持ち ? 何のことだ」

「あなたは言ったわ一一『水晶球に訊いてみた』

と」         ・

ヴィラバ ドラの瞳が、ごくわずかにたじろぎを見

せた。

「あなたは、少なくとも、かの一族に対 して自分

が何か為すべきだと思って くれた、だからこそ、

訊いてみたのでしょう? いえ、否定しないで。そ
う信 じさせて。あなたは、あの邪悪なル ドラを倒 し

た人。そのル ドラの後を襲って黒魔道士たちの上に

立つような愚かなことをしなかった人。わたしは、

あなたの気持ちだけでも嬉しいでするわたしたちは、

あなたの分まで、やれるところまで、やってみるつ

もりです。あと一一それから一一カルキやガルーダ

を悪 く思わないでください。ええ一―わたしの言う

ことはこれだけです。さようなら、ヴィラバ ドラ。

どうか、わたしたちの分も、生きてください」

そっと頭を下げ、シュリーは身を翻 した。ひとり

残されたヴィラバ ドラの表情を、彼女は恐らく一生

の間、知ることはなかった。

「何をしてたんだ、シュリー ?」

外へ出た彼女を迎えたのは、ガルーダのいら立っ

た声だった。彼女は微笑んだ。

「彼に……ヴィラバ ドラにお礼を言っていたの」

「ネL!?」

ガルーダは呆気に取られ、次いで怒 り出した。

「あんな奴に何の礼がいるってんだ !?」

「あなたたちは気付かなかったのね……カルキ、

元気を出して。あなたは馬鹿なんかじゃないわ。あ

なたの目は、間違ってなんかいなかったわ」

砂浜に出てからというもの唇をかんで黙りこくっ

ていたカルキは、シュリーの言葉に少し顔を上げ、

力なく彼女を見やった。

「思い出して。彼は言ったでしょう、『水晶球に

記 t、そみた』って。彼は少なくとも、力ヽあ
二族と戦

おうと思ったのよ。でなければ、初めから訊きもし

ないわ。カルキ、ガルーダも、わかってあげて。あ

なたたちはもう、死も辞さない決心でいるから思い

至らないかもしれない。でも、殆どの人にとって、

死は、乗り越え切れない壁なのよ。ヴィラバドラは、

そこを越えられなかっただけなのよ」

「オレはな一― 奴らに逆らわなきゃ命永らえられ

ると思ってるその浅はかさが気にいらないんだよ !」

ガルーダは吐き捨てた。

「たとえ今一時生き永らえたって、奴らの世の中

になっちまったら自分もおしまいだってことに気付

-33-―



かないんだよ ! 奴らが見逃す筈もなけりゃ、奴ら

から逃げ切れる筈もないんだからな !」

「一一その通りさ、けっけっ」

突如、カンに触る笑い声があがった。ギョッとな

る暇もなく閃光が落ちかかり、カルキを、そしてシュ

リーを貫いた。

「 き――貴様ら、いつの間に一―」

ひとりきわどくも攻撃を避け得たガルーダは、愕

然と周囲を見回した。彼らは囲まれていた。空にも、

海にもヽ 陸にも、ひとつ切 りの目を不気味に光らせ

る魔物たちが温れ返っていた。

「 くそっ、何だって急にこんなにわんさか……」

「お前らがちょろちょろ目障りなのでこの際ひと

思いに叩き潰せと、かの方より御下命があったのさ」

背中に黒光りする羽を負ったひとつ目魔物が、上

空から小馬鹿にし切った笑いを放ってよこす。

「人間族の分際で我ら一族に歯向かうからさ。

けっけっけっ」

ガルーダは歯ぎしりした。足許では、幸い軽傷だっ

たシュリーが、深手を負ったカルキに懸命の治癒の

術を試みているが、思うようにはゆかないらしい。

ガルーダは一気に精神を集中し、印を切った。

「DOEKU・ KAST・ KARSU!!」

空中の一点を中心に、巨大な火球が爆発 した。空

に群れていた魔物の一団が、一瞬で消滅する。ガルー

ダは印を替え、別の呪文を唱えた。炎の龍が凄まじ

い勢いで天に駆け昇り、走 り抜け、魔物たちの群れ

を斬 り裂いた。だが、何 しろ相手の数が桁外れに多

い上に、倒されてゆくのは雑魚ばかりである。やが

て、ひとつ目一族の中でも上位階級に属する羽ある

部族どもが、彼の疲労を見透かしたかのように攻勢

をかけてき始めた。

「 くそっ刊

ガルーダは印を結び直すと、一転して守りに回っ

た。白熱 したllATき が三人を守る。いつしかガルーダ

のこめかみを、ひと筋、ふた筋と、赤いものが伝い

落ちていた。

「 シュリー、カルキは一一」

「何とか………もう少 し……」

殆ど即死に近かったカルキを回復させようとして

いるシュリーの額にも、汗が無数に浮かんでいる。

ガルーダは気合を入れ直し、いや増す外からの圧力

に耐えて結界を張り続けた。

が、人ひとりの力では、やはり限界があった。

「――ガルーダ!?」

シュリーが気付いて悲鳴をあげると同時、ガルー

ダの体がぐらりと傾いた。結界が光を失い、魔物ど

もが喜悦の叫びをあげる……

意識の糸が切れ、地の底へ墜ちてゆく感覚は、だ

が、確かだが柔らかな衝撃に会って、止まった。

ガルーダはかすむ目を開けた。黒い双眸が、彼を

見下ろしていた。細 く、鋭い、だが何処かしら温か

いものを秘めたまなざしだった。自分がその人に受

け止められたことを、ガルーダはぼんやりと悟った。

魔物どもは攻撃 してこないのか……それとももう

オレは死んでしまって、今オレを支え見下ろしてい

るのは、死の国の人なのか。……余りの静けさにガルー

ダは誘り、そんなことを考えた。彼は辺りを見回そ

うと身じろいだ。

「案ずるな。結界は引き継いだ。少し休むがいtヽ」

その人が口を開く。

ガルーダは、耳を疑った。彼は何度かいたずらに

唇を動かし、そして、遂に、その名を声にした。

「 ヴィラバ ドラー
ヴィラバ ドラ !」

その人はかすかに笑うと、ガルーダを砂の上に横

たえた。

「ああ、ヴィラバ ドラーー」

「お前はその白魔道士を早 く治 してやれ」

何か言いかけるシュリーを制 し、ヴィラバ ドラは

再び立ち上がった。ひとつ目一族は、突然現われた

この助っ人に少なからず面食らっていた。その助っ

人は、表情ひとつ変えずに破られかけた結界を引き

継いだばかりか、今まで以上のそれを作り出し、し

かも印も結ばずに平然とそれを維持 しているのだ。

「けけっ、小賢 しい人間め司

気を取り直し、更なる攻撃の令を下そうとした羽

ある部族の長は、しかし、その手をふと惑わせた。

その助っ人魔道士が、自分を守る筈の結界からすっ

と歩み出、無防備の姿を彼らの前に現わしたのであ

る。その意図を測 りかね、魔物たちは戸惑ったよう

に動きを止めた。

ヴィラバドラの右手が、いとも無造作に上がった。

「NENEWШ・AR・ ARIA・ KUKU・ ZU o NEI・

KAR o MONSTSU」

ごくそっけなく呪文が終わると共に一一

風が吹いた。

死の風であった。

茫然と見守るガルーダ達の日の前で、あれはどに

空を、海を、陸を埋め尽 くしていたひとつ目の魔物

たちが、声もなく、ばたばたと墜ち、倒れ始めた。



命の灯を吹き消され、そうなっては元々人間世界の

ものでない彼ら、海にも地にもその抜け殻は留まれ

ず、次々と消滅してゆく……際限なく、静かに。

かろうじて死の風に抵抗し得たひと握りの魔物も、

半ば戦意を喪失していた。人間、しかもたったひと

りの人間相手にこんな醜態を晒すなど、誰が予想 し

ただろう!?

「おのれ一一 おのれ人間 !」

羽ある部族の長も、生き残っていた。彼は、畏れ

多くも一族全ての上に立つ長直々の命令で
｀
日障 り

な人間ども、をひねり潰すべく沢山の魔物たちを率

いてきていたのだ。それが一一 !! 彼は憤怒と屈辱

にそのひとつしかない目を恐ろしい色で満たし、奇

声と共にヴィラバ ドラロがけ一気に舞いかかった。

ヴィラバ ドラは、ただ右手の指を一本、襲いくる

魔物に差 しつけた。

何かに引っかかったように、魔物の動きが上まる。

「NEIA」

魔道士が口にしたのは、ただその一語だった。次

の瞬間、羽ある部族の長の顔に、信じられぬと言い

たげな表情がよぎった。空白がすぐ後を埋めた。そ

して一一 この世に存在することを許されず、その姿

が消滅 した。

残った魔物ヽ t́lヽ―プイラバドラにゆ|く りと見
回されるとt抑勘 れぬ恐慌に陥った。 ・

「お―1覚えておれtl人間っ|」

遂に。           |
誰かの悲鳴同然の台詞をきっかけに、ひとつ日の

魔物たちは先を争って姿を消していった。    1
島は、元の静けさを取り戻した。何事もなかった.

かのように、波が砂をさらった。

「
二―あ」

シュリーが驚いて止ある手を払って、完全には傷

癒えておらぬカルキは立ち上がった:彼は砂を踏み

締めながら、端然と背を向けて侍む黒魔道
=年
歩み

寄っていった。    ‐   ■ ‐

「ヴイラバドラ……」  :
かける声がかすれた6     .
「ヴィラバドラ、君は……=」          ‐

黒魔道士の返事はなかった。力
'レ
キは更にその背

に向けて、下歩を踏み出した。    .
その時、そあ黒魔道士は砂の上に崩れ落ちた。

シュリーとガルーダはハッとして立ち上がり、倒

れた黒魔道■に急いで馳せ寄らた。二人ρ覗き込む

目に、土気色にやつれ果てた顔が映った。

「構 うな……・休めば戻る……」

目を閉ざしたまま、殆ど声にならぬ声で黒魔道士

は呟いた。

「 ヴィラバ ドラ……あなた……」

「皮肉だな」

シュリーがそっと頬に手を触れると、黒魔道士は

微苦笑した。

「私は……ル ドラを倒 したいばっかりに、闇世界

の王と契約を結び、力を手に入れた……ル ドラを葬

りさえすれば、私はそれで満足だったのだ。……だが、

そのル ドラを倒 した力が、お前たちを呼び寄せ、私

を死に向かわせることになるとはな……」

「契 一一約だって !?」

カルキのギョッとしたような大声に、ヴィラバ ド

ラはまた苦笑した。

「闇族や魔族との契約行為に白魔道士のお前が拒

絶反応を示すのも無理はないが……契約とは、隷属

と等価ではない。いや 二̈・他の黒魔道士にとってど

うかは知らない。だが、私は、少なくとも、今持っ

てもいないモノで取引をしたわけではない…Ⅲ」

言って、彼はうっすらと目を開いた。  |

「今持ってもいないモノ、って何のことだ ?」

つい釣り込まれるようにガルーダが問いかけると、

ヴィラバ ドラは三たび苦笑を閃かせて答えた:

「将来の隷属……つまり、早 く言えば、自分の死

後の魂とかいう代物のことだ」      |
「 じゃあ一―お前は一体何を闇の王に差し出した

んだ、ヴィラバ ドラ ?」

「知ってどうする ?」

おかしそうにヴィラバドラはガルーダを見上げた。

ガルーダは返答に詰まり、顔を赤らめた。

「……私は、ル ドラさえ倒せれば、それで良かっ

たのだ……」

そんなガルーダからカルキ、そしてシュリニと目

を移 しながら、ヴィラバ ドラは穏やかに言葉を紡い

だ。

「私は、全てを奴の為に一瞬にして奪われた。1両

親も、祖母も、兄も姉も、家も、故郷も、何もかも

だ∴:…だが、何より許せなかったのは、それが、奴

にとっては、いちいち数えるのも覚えておぐのも面

倒な日々のたわむれのひとつに過ぎなかったという

ことだった。そう……奴にとっては、私が失ったも

のなど、路傍の小石ほどの値打ちもなかったのだ。

奴は、私から奪ったものどころか、私から奪うていっ

たことそれ自体すら、意識しようとしなかったのだ。
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……だから私はル ドラを殺した。奴が最も手放 した

がらなかったもの……命、魔道士としての力、それ

に伴う
｀
声望、と権力、そういったもの全てを一度に

奪うには、それしかないと思った …・・J

そこで一旦、彼は黙 り込んだ。喋り過ぎて疲れた

のかもしれなかった。二人の魔道士たちは、息を潜

めるようにして、彼の次の言葉を待った。

「……その為だけに、ル ドラを殺すその為だけに、

強大な力が得られれば良かった。それさえ済めば、

後はもう、生きる必要も感じなかった。そう……命

だよ。私は、私自身の命を削って魔力に換える契約

を、闇世界の王タルガルと結んでいるのだJ

三人は喉を詰まらせた。咄嵯に、言葉が出なかっ

た。

前口同様、雄 ネヮ雪1封れけtヽす成。ガ、
イヽコ1↓lηa゛ュ大ac名前出5出る′疇に、、も りす寸.
泳値P れを夕昴こと口わガリttにご(実 )。
とうぞ前回t71が ¨ ″M由 0むL)
k嗜柔 17御れ 。1滋負.繰.シ性 足hll
7いうちt・黒ぃる

「
開けが_力らゴ 黒茂通ォⅢが

ルえbτ限う/JIC鷺辰す。善え:`待渚nハ」が,次
第っつ一■27● 7j。 多趣如ス熱 モ́

「
。

ですま,球仔r_I (許 )

「…… 案ずるな。まだ幸い残金はある… …あと四、

五日なら、役に立そるだろう」

「 ヴィラバ ドラ、僕は………僕は…… 」

カルキは胸を押さえた。傷の痛みなのか何なのか

よくわからない痛みが、静かに彼の胸を浸しつつあっ

た。熱いものが、頬を伝った。

「何も言うな。もう決めたことだJ

ヴィラバ ドラはそっけなく目を開じかけたが、ふ

と、あほうが四人になったな、と呟いて、笑った。
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平成 2年 度 就職内定企業名

平成 2年 度  卒業予定者進路状況

平成 3年 3月 15日 現在

地 域 文 化 社 会 科 学 外 国 語 数理情報科学 物質生命科学 自然環境研究 生体行動科学
日 立 中 国
ソフトウェア

日産サニー広島

鹿 島 建 設

い

大

都市環境研究所

ヤマハ発動機

アメ リカ ン

エキスプレス

人材派遣会社
ファコム′■タック

広島ホームテレビ

広 島 ソフ ト

エンジニアリング

天  満  屋
日本交通公社

N  H  K
日 本 電 気
ソフトウェア

み

機

丸

電

ず

洋

越

伊 藤 忠 商 事

¨

中本総合印刷

広 島 銀 行

日 本 板 硝 子

シ ャ ー プ
九州日本電気
ソフトウェア

アメ リカン

エキスプレス

サッポロビール

松 下 冷 機
大 日 本 印 刷

そ  ご  う
」 R西 日 本
広 島総合銀行

中 央 出 版

ナ ル デ ッ ク

日 立 情 報

シス テ ム ズ

中国日本電気

ソフ トウェア

松 下 電 器 産 業

日立 家 電 販 売

N  T  T
沖 電 気 工 業

三 洋 電 機

日 本 IBM
PFUソ フ ト
ウェアラボラトリ

日 立 中 国

ソフトウェア

松下電器産業

情報システム

広 島研究所

NTTデータ通信
き ん で ん
富  士  通
日 立 製 作 所

シ ヤ プ

行銀友住 大 日 本 印 刷

ワ ン・ ウ ィル

ク  ラ  レ
松 下 電 器 産 業

日 本 道 路

九州 日本電気

メ

第 一 学 習 社

三井信託銀行

大和ハウスエ業

ゴカ

ア シ ッ ク ス

カ プ コ ン
アサ ヒビール

大 和 証 券

P  &  G
ダイナ ウェア

リクルー ト

コンピュータ

プ リ ン ト

リ ク ル ー ト

名古屋 テ レビ

医 療 法 人

養育院病院

日 本 電 気

日本ユニシス

ローランドDG
松下電器産業

大 日 本 印 刷

× 地域文化 社会科学 外 国 語
荻埋情報科字
(情報行動科学・

環境科学を含む)
物質生命科学

自然環境研究

朧 銀⊃

生体行動科学

職場料学を含む)

卒業予定者

合  計

―

24 29 15 27 22 27 26 170

色学 希 望 3 1 3 8 16 3 45

公 務 F 5 1 9 16

険 晨 2 1 3

企 業 18 23 12 15 6 17 96

そ の 健 3 1 1 10
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特 別 研 究 論 文 題 目 紹
・
介

ヽ ′

I 卒業論文
コ  ー   ス
鮨 道 毅 官 )

名氏 名目題文論

小 牟 田  隆

森   裕 子

ファジィ理論を応用した学習機構の構築

ウナギの腸におけるイオン輸送調節機構

道 )

藤 )

(磯

(安

保 )

田)

(於

(保

彙境 科 学

(阿賀岡)

大 野  哲 二

沖 原   修

三 井  俊 希

広島県湯来地域における中一古生層中の小櫂曲構造

サンヨウアオイに含まれる揮発性成分の地理的変異

曲面上の測地線およびその幾何学的意味についての考察

地域 文 化

(レ ブ ィ・
ルレヴァレス)

(原  正)

(戸 田)

(古 東)

(樫 原)

(佐 竹)

(志 郁 )

(村 上)

(戸 田)

(藤井守)

(古 東)

(志 15)

(古 東)

(

(

)

)

(志 郁 )

(陣 崎)

(佐 竹)

(戸 田)

(米 田)

(金 田)

(山 尾)

(囲府寺)

(友 田)

山鳥

嶋

木 村  明 治

沖 田  憲 二

黒 木  美 香

杉 原  由 香

廣 川  恒 志

山 本  祐 一

阿 部  葉 子

伊 藤 多 喜 子

大 田  麻 里

上 水 流 久 彦

坂 元   聡

白 枝  尚 子

鈴 木  克 始

田 中   文

塚 田  和 子

福 島  真 理

宮 崎   浩

向 井 か す み

椋 田  彩 子

森   直 子

森 田  智 子

矢 野   泉

山 口  佳 代

山 本  康 二

呈0女子ヱ影隆あ塞箕2新属轟巣ある[ζ浮じ玉
自然観研究

女性・性 。自然―「水」を通 して一

九鬼周造研究―「九鬼周造」の構造―

ウル トラセブンの真価

贄についての一考察―系譜と変遷を中心に一

19世紀後半のアメリカにおける婦人参政権の成立一西部の女性は新 しい女だった
か一

農村家屋の構造と変容―東広島市西条町寺家の事例一

宮廷人の生活―ヴェルサイユの儀礼―

道教研究―民間信仰における道教とその神々の役割―

「神秘主義」

合衆国における青年の麻薬問題

丸山圭三郎と私想

「中国の家族」

アメリカ大統領選挙におけるテレビ。メディアの影響

フィリップ。ロスとユダヤ人コミュニティ

平安初期御霊会についての一考察

韓国の氏姓制度における本貫について

モラリス ト、レーモン・ ラディゲについて

イギリス近代音楽の黎明～作曲家パーセルを中心に

美的配色による快適空間一色彩実用の現場から一

墓〒黒χ二器r嘉み晨秀賃資↑笙村問題の諸相一
レンプラント研究

イギリス修道院解散に関する二考察
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LL 会 科 学

(森 利 )

(秋 葉 )

(舟 場 )

(秋 葉 )

(伊藤護)

(芝 田)

(秋 葉 )

(森

(芝 田 )

(伊藤護)

(中 連 )

(中 遂 )

(岩 田)

(富 井 )

(岩 日)

(舟 橋 )

(10套 坂 )

(鰺 坂 )

(芝 田 )

(岩 田 )

(舟 橋 )

(伊藤護)

(中 峯 )

(舟 場 )

(舟 場 )

(安 野 )

(鰺 坂 )

(森

(安 野 )

足 立  勝 司

石 丸  睦 子

今 田   浩

大 谷  栄 子

大 段  茂 樹

岡 本  千 恵

海 住  隆 雄

柿 本  美 佐

河 野  哲 也

佐 藤  秀 之

下 川  亮 子

下 野  寿 子

田 丸   光

戸 敷   聡

土 井  理 子

土 器  昭 子

田 中 屋  恵

中 田  勝 彦

永 山  康 二

西 岡  弥 生

花 木  直 子

星 尾  裕 子

三 浦   文

湊   啓 二

宮 尾  佳 道

山 岡 さ ち 子

山 縣 真 紀 子

横 井  純 代

利 岡  純 子

「英領インドにおける代表制の論理」～1928年『 ネルー報告』を中心にして～

女性のライフスタイルと家庭内役害J

√委警藤昇2居
住・就業構造と都市計画』―広島都市圏の用途地域データベース

「現代生活とコミュニケーション・ メディア」

自然公園制度の検討―保護・利用の現状とあり方をめぐって一

宗教と政治の関係に関する一考察―創価学会と公明党の関係を申心として一

魅力ある都市景観の実現へむけて

1980年インド連邦FB完選挙分析

「原水爆禁止運動の 2つの路線Jに関する一考察

リバー ト開発の地域社会に与える影響と課題

「広島市における中国帰国者の受け入れについてJ

「中国帰国者の日本定着とその問題点一広島市を中心に一」

INF条約交渉の一考察～条約交渉過程と成立要因について～

製造物責任に関する一考察―不法行為責任と無過失責任をめぐって一

ECに おける共同体 。国家・地域の考察―ECと フランスの地域政策を手がかり
として一

今日の女性解散における課題

「家事における性別役割分業の検討」

「地域社会活性化のための方策に関する考察」

「国立予防衛生研究所 新宿移転問題に関する一考察」

チリ革命再考～社会主義への平和的移行の考察～

「 メアリ・ ウルス トンクラフトの女性解放論」

景観問題とそれに関わる事例及び課題について

時計と水車の社会史―ヨーロッパと中国―

「構造不況都市の再活性化―広島県因島市を例に一」

過疎地域におけるリゾー ト開発の可能性―広島県佐伯郡吉和村を例に一

大英帝国とヨーロッパ統合―戦後のチャーチルの政治活動を中心として一

「現代社会と若者文化一若者文化は社会を変えるか―」

『世界の屋根』の戦略的意味一現代に甦るシルクロー ド」

西 ドイツにおける労資共同決定制度と経済民主主義

外 国
蜀
”

(内 藤 )

(上 原 )

(岩 倉 )

饉 刺

安 倍  香 織

池 内   文

梶 原  英 二

金 子 真 祐 美

日本語とフランス語の人称表現について一その相違と翻訳上の諸問題一

Advertising as Persuasive Communication

云蟄硼選槃溌虐践瞥凱
"嚇
躙賜■

levidm CO― e壺ds

‐m身 暖積寿l謬紛 C°ntra並市e Andydsご Eりおh and German
ON TRANSLATING JAPANESO LITERATURE:A STUDY OF NAOYA
SHIGA'S
日本文学の翻訳について一志賀直哉「流行感冒」の研究=
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▼

(/Jヽ林ひ)

(山 田)

(小野光)

(熊 沢)

(要 田)

(安仁屋)

(リナート)

(伊藤詔)

(中 村 )

(内 藤)

(前日英)

嘉 屋  園 江

河 本  典 子

小 早 川 満 代

柴 山   大

飛 谷  美 帆

福 重  康 彦

松 本  美 保

松 山  尚 美

森 本 美 津 子

吉 原  香 奈

渡 辺  悠 子

贅難黒リネリ〃窄蟹駿穐 」癬 轟管蹂語の憩う

脱 J揚麗1器鶴筈轟饉ξ已珊羅農輪
h SmngS and En」 sh

日本語とドイツ語の対照研究～主題の問題を中心に～

日仏における 〈食〉の思想

A Gentleman ln Mist一 霧の中の紳士像―

霧 離 曇

群 駕

Ψ宴遡墨昴P」翌ちり切 踏 だオキ翌 と
N HAWTHORNEホ ーソーンにおけ

TttF茅ズ酬
=ent°

f Malv01iO in a“物 滋齢  「十二夜」におけるマル

フランス語と日本語における色彩表現について一黒と白を中心にして一

創造としての言語

(岩

(前田渡)

(前田渡)

(小野寛)

(正法地 )

(前田渡)

(小野寛)

(正法地)

(阿賀岡)

「

凛
ぜ

情理鉄
科

田 )

本 )

上 )

野 )

野 )

(原

(水

(板

(板

保 )

保 )

口)

田 )

道 )

(久

(久

(江

(原

(磯

上 )(水

田)

口)

田 )

藤 )

(原

(江

(原

(カロ

青 木  博 司

阿 部  純 忠

石 川  靖 久

石 橋  朋 典

儀 岡   淳

上 谷  裕 徳

黒 木  智 子

古 安  圭 介

嶋 田  徹 一

曽 根 健 太 郎

田 中  和 良

田 中  良 知

中 島  賢 治

西 村  則 久

布 川  克 則

古 川  恭 治

堀   隆 一

松 本  研 一

道 上  秀 樹

宮 本  麻 理

村 上   誠

村 上  将 彦

森 平 也 寸 志

形状保存条件を満足する補間手法の開発

複連結領域の周期母数の測定

可換環とその上の加群について

ハーン,バ ナッハの定理とその応用

バナッハ, シュタインハウスの定理とその応用

コンビネニタ論理における抽象化とその等号性について

グラフの彩色に関する研究

マルコフチェーンとマルコフ過程

ラムダ計算とコンビネータ論理における型付け

マルチングールとその応用

リー群とリー環に関する研究

簡易手書き文字入カデバイスを用いた高品位フォントの生成法

自然言語解析

非線型回帰問題の研究

オブジェクト指向プログラミングと型検査について

ニューラルネットワークによる動的システムの学習と制御に関する研究

直観主義的線形命題論理とその基本定理に関する研究

統計学の研究

曲面物体断面形状の安定な計算法

多様体とリー群

EWS上の 3次元カーソルの実現

Gauss・ Bonnetの定理について

[0, 1]区 間の連続像



(原 田)

(前田渡)

森 山  真 光

安 永  朋 生

自由曲面の滑らかな持続法に関する研究

ネットワーク・ フロー問題のアルゴリズムに関する研究

″ 負 生 竃
鮮   等
(岡 野 )

(宗 岡 )

(藤井博)

(大 林 )

(渡辺_)

(豊 島 )

(内 山 )

(赤 堀 )

(武田隆)

(天野寅)

(好 村 )

(深 宮 )

(高 畠)

(檜 原 )

(武 森 )

(渡辺 _)

(播 磨 )

(山 下 )

(内 山 )

(松 田)

(内 山 )

(宇田川)

石 川  浩 三

伊 藤 由 美 子

今 村  一 憲

岩 本  敏 志

上 村  卓 也

金 山  満 彦

北 島  健 二

黒 岩  繁 樹

小 林  秀 樹

佐 野 多 紀 子

高 橋  正 敏

大 道  昌 幸

中 尾  健 治

長 岡  善 典

西 田  尚 史

宮 崎  達 也

宮 武   稔

宮 原 万 理 子

吉 田  真 嗣

吉 野  浩 生

由 見  里 恵

米 倉  千 秋

中国産ニガキ科植物の成分検索とその成分の有用物質への変換

軟体動物筋を検定系として用いたラット脳生理活性物質の探索

アフリカ産ニガキ科植物の成分検索とその成分の構造変換

超流動ヘリウム・ ラマン散乱スペクトルの温度変化

無タンパク細胞培養下におけるニワトリ胚胸膜細胞の増殖

小麦葉緑体光化学系Π遺伝子群 (psbA～ psbN)の 転写産物の光による制御につ
い■[

ヒ ト骨髄性白血病細胞における外来性遺伝子の発見

光合成光化学系Πにおける第 1、 第 2キ ノン受容体 QA、 QB間の電子移動機構

リン1旨質―水系における相転移に伴う構造変化の研究

変態期アフリカツメガエル腸の退縮過程における細胞増殖の調節

サーファクタントー油―水系における構造形成

日本産ニガキ科植物の成分検索とその成分の昆虫に対する摂食阻害

ZrttNi系水素吸蔵合金の吸蔵特性及び電池特性

Bi系酸化物高温超伝導体の赤外異常と超伝導性

ス挙雷亨ヽみE(百か91名「ム
5生膠 ■ゼの精製とえの諸性質

ニワトリ胚強膜線維芽細胞の定常期培養上清中に見出される細胞増殖調節因子

ダブルビーム光変調法による有機分子固体膜のキャリクタゼーション

ペリレン誘導体を用いた有機 prn接 合型太陽電池

ヒト前骨髄性白血病細胞 IIL-60の TPA早期誘導遺伝子の機能

核子間相互作用における斥カコアの研究

ヒト前骨髄性白血病細胞IIL-60の TPA早期誘導遺伝子の塩基配列

ロトンーロトン相互作用のモデル計算

ヨ然 リマ振
肝    究
(根 平 )

(藤原棋)

(堀 信 )

(中 越 )

(開 嚢 )

(佐藤博)

(藤原膜)

(栃 木 )

(栃 木 )

(堀 越 )

七)(林

井 田  秀 行

伊 藤  誠 治

岩 崎  聖 司

太 田  陽 子

岡 野  春 樹

小 川  貴 明

折 田   晋

加 藤  仁 志

川 本  政 和

北 岡  祐 治

熊 野  優 子

西中国山地の山頂付近におけるブナ林の成立過程

導波現象による蛍光光度法の高感度化とその環境試料への応用

宅地造成地における地形の人工改変とその特性について

下蒲刈島における植生景観の変遷とその要因

TDR水 分計の野外への適用

長崎県鷲尾岳地すべりに関する研究―地下水流動と排水工との関わりについて一

硫化カルボニル等の含硫温室効果気体の発生機構とモニタリングに関する研究

広島県口和町大草地区における地すべり調査とその考察

高知県大豊町大西地区における地すべり調査とその考察

排水の生物学的浄化と再矛U用―特に窒素除去と関連 して一

アリ類の道 じるべ物質の化学的研究
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(佐 田)

(堀 越 )

(堀 信)

(林 七)

(於 保 )

(根 平)

(中 根)

(桜 井)

(中 根)

(高橋史)

(福 岡)

(福 岡)

(倉 石)

(開 褒)

桑 迫   敏

神 頭  裕 美

河 内  知 幸

塩 見  純 子

鈴 木  峰 央

内 藤  和 明

野 見 山 洋 之

福 原 世 津 子

三 島 慎 一 郎

安 田  雅 俊

山 崎  洋 一

山 根  高 志

横 田  幹 朗

横 山  卓 生

炭素星I‐ID182040の 分光学的研究

直接法による土壌微生物バイオマス測定の試み

海砂採取にともなう地形変化

アゲバチョウ科アオスジアゲハの揮発性成分の検索

兵庫県明延地域における舞鶴層群の地質構造

稀少植物に関する生態学的研究―エヒメアヤメ個体群と生育環境一

松枯れ地域および非松枯れ地域における、アカマツ葉上での酸性降下物質による

酸性度の比較

一遺伝子突然変異エンドウ矮性系統の生長と細胞壁組成

松枯れ地域と非松枯れ地域における土壌塩類循環とpH緩衝能力の比較

アカネズミ

“
"虎
筋 S″Cグοtt TEMⅣ肛NCK)に よるコナラ属堅果の摂食と

運搬

広島市都市キャノピー層における気温・湿度分布

広島市におけるヒー トアイランドの立体構造と都市キャノピー層の熱収支につい
て

一遺伝子オオムギ突然変異矮性系統の遺伝子解析

榎川試験流域の河川流出特性

二 俸 何 卿

斗   学
(上 里 )

(林 春 )

(重 中)

(西 村 )

(藤原武)

(安 藤 )

(杉 本 )

(生 和 )

(堀 忠 )

(林 春 )

(生 和 )

(安 藤 )

(新 畑 )

(小林惇)

´
ホ 岡 )

(和 田 )

(上 里 )

(小林惇)

(武 森 )

(林 春 )

(難 波 )

青 木   修

青 山  和 雄

石 井  宣 道

石 井  道 恵

岩 佐  雅 紀

上 坂  敏 弘

岡 沢  志 歩

岡 林  尚 子

加 藤  孝 一

河 野  卓 司

古 賀  健 介

近 藤  恭 子

志 村  尚 巳

杉 岡  美 保

谷 村  洋 子

土 路  恭 子

野 田  裕 子

原 田   新

原 田  大 輔

福 永  弘 樹

松 尾   晃

心拍率バイオフィー ドバックに関する研究

認知的ヒューリスティックに関する研究

Ultrastructure of Heliozoau Axopodia as Revealed by a Newly一 devised
F剛

轟登潔願籍霧唱輝署℃撃電子顕微鏡用固定法による一)

青年期における身体満足度と自尊感情との関連について

メッセージ処理中の Elaborationと大脳半球機能差に関する研究

ウナギの腸からの生物活性物質の抽出

ラットの弁別逆転学習における脳内電気活動

スピーチ不安に関する実験臨床心理学的研究

入眠期における脳波パターンと心理的体験との対応

プロトテピカリティに関する研究

時間不安に関する実証的研究

ウナギの腸におけるイオン及び水輸送の調節 (ノ ルアドレナリンの影響)

ランナーにおける血漿CPK活性値の変動について

アフリカマイマイロ筋から単離 した生理活性物質の構造と生物活性

コナガニシ歯舌牽引筋を用いた生理活性物質検定法とその応用

ラットヒラメ筋の後肢宙づりに伴う組織化学的生化学的変化

児童の共感性に関する研究

アフリカマイマイ中枢神経細胞に及ぼす神経ペプチドの影響

副腎ステロイドホルモン生合成におけるプレグネノロンの代謝経路

日系人のアイデンティティに関する研究

砧嵩茫ヱみるζ7″ズ√ノ
`端
夢譜需書:電il
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(杉 本)|三 田  志 穂
|フ
ローテイングの反復体験の効果における生理心理学的研究

(堀 忠)1山 内  美 幸 1喫煙の覚醒効果に関する精神生理学的研究

(藤原武)1山 田   実 1先行刺激の処理様式と認知欲求が態度形成に及ぼす効果に関する研究
(重 中)1山 本  祐 子 |ユーグレナ運動に及ぼすカルモデュリン阻害剤の効果

Ⅱ.修士論文
叶 究  科
〔指導教官〕 氏 名 論 文 題 目 名

趾 科 学

(高橋進)

水ヽ 尾 )

(朝 倉 )

水ヽ 尾 )

永ヽ 尾 )

(金 田)

(金 田 )

(高橋進)

(木 村 )

(檜 山 )

(高橋進)

水ヽ 尾 )

(金 田)

(上 杉 )

(陣 崎 )

永ヽ 尾 )

一 色   哲

屈   迎 春

辻 野  正 人

磯 辺  悌 志

勝 山  幸 雄

田 中   健

古 谷  可 由

山 田  直 人

タン・アントニオ

葛 城  明 子

黒 川  敬 吾

島 田  智 子

前 田  淳 子

山 中 英 理 子

山 本  貴 裕

路   玉 昌

自由民権運動における政治と宗教の交錯一高梁基督教会の場合一

芥川龍之介研究

敦盛伝承考

比喩表現の研究―川端康成の作品を対象として一

夏目漱石研究

言語分析的現象学批判の検討
― トゥーゲントハットのフッセル批判を中心に

ニーチェの美学・芸術家形而上学

綴条

`五

然蒼肇畢響翠3だニ
ツ社合民主党―グルリッツ党大会(1921.9)の連合

金総lilΨ」塁∫:L硼鍵蜘捜
r乱
震糧reS COttom伍 on mPO:The

トヨタ。フィリピン・モーター・ コーポレーションの研究 :日 本経営方式の採用

魯迅訳『域外小説集』の諸問題

キューバ革命の社会主義化過程―農地改革と農業計画化を中心に一

「語り」の研究―谷崎潤一郎の作品

ζ(【毛∠
ボルド「ウェルトゥムヌスとしてのルドルフ2世」―皇帝の寓意表現に

伝記文学における一考察―リットン・ストレイチーの伝記について一

Ъ 牌 ササ般 舞 哭靡 為f蹄 亀 鴨腕
n Rttg蒟″ 譴d secddsm

芥川龍之介の文体研究一文連接を中心にして一

研 究 滲

(山 下)

(中 根 )

(保 田 )

(松 田 )

(開 嚢 )

(山 下 )

(宇田川)

(坪 田)

(根 平 )

(保 田)

岡 崎   賢

木 村  仁 典

小 西  道 子

酒 井   保

坂 井  紀 之

瀬 川  明 宏

高 梨  悟 彦

竹 内  和 久

田 中  真 澄

中 村  惣 一

光・電子変換機能性有機薄膜の構造と機能性

リモー トセンシングデータを用いた植生圧分一地形補正等を加えて一

アリの種子散布に関する化学的研究

9Yノ

'ζ

ゝグ豪罪環諄遮運ろ霰牝轟稽ろ葬量
を取 り入れたインスタントンによる

砂質土壌草地面における大気―地中間の熱・水分移動に関する研究

電気化学発光を利用する化学計測法の研究

カ トルモノクロメーターの開発と酸化物高温超伝導体への応用

海洋におけるアルミユウムの地球化学

人為的攪乱がアカマツニ次林の群集構造に及ぼす影響

マダラチョウ科のチョウの性フェロモンと配偶行動に関する化学的研究



(藤井博)

(佐藤博)

(佐 田)

(檜 原)

(高 畠)

(舟 場)

(高 畠)

(林 七)

(福 岡)

(小林惇)

(内 山)

(内 山)

(天野賞)

(倉 石)

(上 領)

(豊 島)

(宗 岡)

長 澤  政 幸

原   郁 男

平 山  恭 之

福 田   豊

松 熊  訓 子

松 本  礼 史

宮 田  俊 一

山 口  真 弓

龍  絵 理 子

太 田  憲 之

太 田  光 栄

坂 本  和 也

高 倉  暁 彦

鶴 崎  健 一

仁 木  敏 朗

福 原   聡

藤 澤  祐 子

車い電子系化合物 CeNiSn,UPdinの 単結晶育成と物性

富士火山噴出物の結晶組織に関する実験的研究

方暴猾篠堪
市須万聾域における手郡変盛岩 (都濃層群)と弱変成古生層 (錦層群)

ウラン化合物およびセリウム化合物の核磁気共鳴

製雅
化物高温超伝導体 La2xSrxCu04■ ,Nd2xCexCu04■ の水素吸蔵による物性

都市的生活様式論からみた社会資本の整備計画に関する研究

三元系ウラン化合物U3T3X4の物質探索

花の香気成分の抽出分析法の研究―タイサンボクを中心として一

中国地方西部の大雨に関するメソ気候学的研究

アフリカマイマイ神経節生理活性物質の単離・精製と生物活性

関よΨ昇舞
性白血病細胞軋 -60の分化に伴い早期に一過性発現を示す遺伝子に

ヒト前骨髄性白血病細胞 IIL-60の 分化に伴う細胞内 DNA結合性蛋白質の変化

三二羨発篭負ぶ轟雀信響塚2つ養ツ暮幾賓夕書う言露屏型
御についての研究

高等植物でのインドール酢酸生合成経路

非特異的脂質輸送タンパク質の生理的な役割について

光合成光化学系Πにおける光電荷分離に必須なタンパク質群の同定

麟
uVe pepudes h ie ante五〇r byssus retractor muscb Of均 ″ルS

E学研究お

(正法地) 軍 涛 非線形回帰問題の研究―ヒトの成長過程の解析

V
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信頼に足る若者たち

―わが学部の就職状況一

田 村 一 郎

マラソンで優勝 した若者の顔は、いつもさわやかで美しい。きっと、強い意志ときびしい トレーニングが、

あの素晴らしい顔を呼び出すのであろう。二月は学内で、このいい顔に出会 う季節である。卒論の自信作を

的確に手際よく発表 し、追い出しコンパでチョッピリ社会人らしい挨拶をする。卒業予定者達は、やはり、

卒論と就職活動という二つの年輪を経て、自己発見と自信を手に入れるのだろう。

この若者達の人間的成長の裏には、もちろん、卒論指導教官及び就職関係の教官・職員の方々の並々なら

ぬ御指導と御努力があると思われるが、忘れてならないのは、暖かいOB・ OGと の出会いや、また、面接

を通 じてここまで若者を人間的に育てて下さった企業・会社の人事担当の方々との出会いである。

毎年、厚生補導係の職員の方々の御努力で、「就職活動状況」という部厚いファイルが残されている。

解禁待ち中、指定校採用、縁故採用などと建て前の「壁」を立てる企業の本社人事部に、果敢に再三電話

を入れ、また広島支社を再三訪問して成功 した男子学生たち。OB・ OGど ころか、他学部いや他大学の学

生からチャッカリ情報収集をした女子学生たち。このようなヒューマン・ ドラマをつぶさに読み進み、独 り

立ちして行 く若者の心を追体験 し、姿を想像するチャンスを得られたのも、この二年間の就職委員及び委員

長の役得であったともいえる。

売り手市場のため、好評の学生は、早い内定を辞退せざるを得ないケースも多いが、学部の信用及び後輩

のために、「 きっちりとけじめをつけ、礼を失 しないこと」とア ドバイスを書き残す学生達の記録は、やは

り、この若者たちは信頼に足るのだと明るい希望と安堵の心を誘 う。

歴史が浅い学部であるだけに、各人がパイオニア精神にあふれ、やがて暖かいOB・ OGに育って行 くの

であろうが、一方では、同窓会名簿の完成が急がれる。各人が住所 。所属部局・電話番号などを常に最新に

保つ組織化の一日でも早い完成が望まれる。
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集後記だ !

「飛翔」N∝oが、見事に完成 した。めでたいめで

たい。思えば、紆余曲折・波乱万丈の16年間であっ

た。一時は部員数が急激に減り、まさに危急存亡の

秋をむかえ、「 もはやこれまで」と思った矢先、再

び息をふきかえしたのであった。「ボランティアじゃ

ねえぞ」という流行語まで生んだ、激動の時代を生

きぬいた 3年生は、このNo40を もって引退する。 3

年生の言葉には、飛翅編集に携わったさまざまな思

いがあふれている。未来一の希望と、飛翔をしょっ

て立つ気概が満ちている。より良い飛期、より良い

総科を創っていくために、読者の皆様、どうぞこの

編集後記に目を通 してやっておくんなさいまし。

月 日の経つのは、ほんとに早いものだなあと思い

ます。人の意向や、姿勢というものも、逆転 してい

くんですね。だれかさんたちには、ほんとうに感謝

しています。 63生 小松千尋

(なんだか悟ったようなおことば。諸行無常、も

ののあはれを感じる。 しかし、悟るのはまだ早い。

飛翔は前進あるのみなのだ一。)

aスんなに笑われ続けた飛翔委員という役日もそろ

そろおわりにちかづいてきました。ふりかえってみ

れば、 “飛翔"も 16年 目で、ひとつの節目をむかえ
ていたのだなと感 じます。総科が変わってゆくにつ

れ、飛翔も新しくうまれかわる必要があるし、また

飛翔はたくさんの可能性をのこしていると思います。

きっと、キャラクター豊かな後輩たちが、その可能

性をふくらませ、みんなに笑われない、役立つ飛翔

に替えていってくれることでしょう。総科って何だ

ろ ?大学って何者 ?さぼろうと思えばいくらでも怠

惰になれる大学生活って…… ?な どなど、こ―んな

ことをちょっととまってふりかえることができたの

は、名誉ある飛翔委員になったおかげだと思ってま

河モ翔、それは入学 したばかりで何も把握 していな

いまま引きずり込まれてしまった学生や、後に参加

した学生 (好奇の眼差しで見られることもある)が、

「まだやってるの ?」 と友人に言われつつ編集をし

ている総科の広報誌です。学務の片隅にひっそりと

存在する真っ赤な飛翔箱は、そんな飛翔の pOwer

upのためにこの11月 に設置されました。かつては

ASAHI DRYの入っていたこの箱を、今度は投書
で充たしてやって下さい。  63生 岸本詩子

(う っうっ、飛翔編集委員って、やっぱり笑われ

ていたのね。しかし、「総合科学部」が、「総合科」

学部なのか、「総合科学J部なのかという疑問さえ

持たず卒業していく人が多い中で、常に、「総合科

学部とは何か」「総合科学部はどうあるべきか」を

追求できたことは、大きな誇 りである。総科に無関

心なのは、自分に無関心なのと同じだと思う。「総

合科学部って何するところ ?」 と聞かれて、あなた

はちゃ一んと説明できますか ?)

斎吉構、自分の好きなことばかりやってきたような

気がするな。書 くことが好きで、とにかく書いてい

れば幸せな人種だからね。描くのも好きだし。とに

かく創りたがりだし。いつか描いた表紙は、顔で笑っ

て心で泣いて……あれは、裏表ぶち抜きで描いたん

だよ。だけど、予算の関係とやらで、表に縮小され

ちゃったのよなあ。それも事後承諾でなあ……「い

いですよ」と笑 う口許がひそかに引きつってたりな

んかしたのさ。うっうっ。

という訳で、私はきっと来年も「飛翔」に首を突っ

込んでいるだろうなあ。ねえ、卒業までにもう一度

表紙、描かせてくれないかな ? 勿論、裏表ぶち抜
いたB4サイズで(今度は白い紙に描きますからγ)。

63生 定行美佳
‐

す。 63生 野村幸代
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希ムは編集長の中家君から記事の依頼をうけてはん

の数日間飛用の仕事に携わっただけなので、まさか

編集委員の皆様方とこのような形で同列に並ばせて

頂けようとは夢にも思ってはおらず、大変おそれお

おいことでございます。

このように編集委員の手を離れ、広 く総科学生の

人々が参加 し、飛翔がこれからも歩き続けてゆくこ

とは、なかなか容易なことではありません。しかし、

そういう困難にツヒ戦 しようという姿勢が、世の中を

動かし、現在の総科を作りあげてきたものと思いま

す。これからの飛翔には、そしてこれからの総科に

は、ますますそういった人々の力が必要とされてく

ることは明らかです。飛翔の仕事というのは非常に

大変なものかもしれませんが、夢を追う人達の最高

の活動の場となるべく、全力を挙げて作り上げてゆ

きたいものです。これからの飛翔の発展を心からお

祈りいたします。 63生 金澤匡晃

(も っともらしい文章だが、へんちくりんである。

私は知っている。実はタネ本があり、「飛翔」と

「総科」の文字にすりかえただけだということを。

河モ刻の編集にたずさわって、「 こういう人間には

なりたくないな」というような人々にたくさん出会

うことができました。この場を借りて改めて感謝 し

たいと思います。 63生 竹内憲司

(さすが、飛翔の火薬庫 (飛翔のタバスコともい

う)竹内氏である。彼の存在は、良い意味であれ、

悪い意味であれ、刺激になった。「オレは言論の自

由を貫 く」ごもっとも。 しかし言論の自由は、個人

の尊厳を犯してはならない。彼は本当は、とっても

いい人です。)

毛Jに ?ヽぢぁ、ぉぶ め́

声詢ね.

J:ず、こんなこまかいところまで読んでくれてう
れしい。さて、今、 4月 頃なのだろうが、私の今、

これを書いている今は、実は12月 である。暖冬のき

ざしがありありとあり、スキーファンの私は非常に

やきもきしている。今年の冬はどうなっているのだ

ろ―。暖かいと言えば、 4月 になって暖かいと思う

が、私は、この 4月 に期待するものがある。何かと

いえば、聴講受付に関することだ。私は語学が全 く

ダメで (そ う言えば私は今 1年なのだが)1年の前
期、外国語特別演習を、みんなが英会話を受講する

のをしり目に「 こんなのとったら単位はないだろう」

と、「英語読解法演習」を受講 した。どうにか単位

はあった。そして後期もこれを受講 しようと思った

のだが、「 2セ メ開講せず」今さら英会話も取りた

くなく、ある無ぼうな考えがヒラメイた。それは 3

セメ開講のフランス文学特別演習を受講することだ。

私は我ながら、この作戦が、どういう結果を招くか、

とても楽 しみだ。いや、もう結果は出てるんだ、も

う春なわけだし……・。

P.S.英 会話が楽勝科目とはよく聞く。
02生 内田知宏

(え―い私事をダラダラと繰 りのべやがって。し

かも、英文読解の直訳風の味つけ。これが彼の芸な

のだろうか。先輩から一言忠告しておこう。マジメ

に勉強せえ、マジメに。)

渉うっという間に過ぎ去った1年。あまりの忙しさ
に、こんなはずではなかった……と思う毎日。誰か

ください、暇をください……しくしくしく・… 。

02生 森野美和

(「何かすることがある」のは、 とてもいいこと。
することがなくて、死ぬほど退屈なのよりはね。)

脅
毛出さ
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瓶覇集後記を書 くようにと言われた。けれど、12月 ノ｀学最初のガイダンスでの自己紹介で、俺はいつ

V

に編集人に加えさせてもらったばかりで、何を書け

と言うんだろう。実は、私は、〆切破 りの常習犯で

す。 02生 南場千里

(「行きはよいよい帰りはこわいこわいながらも」

飛翔編集は楽 しいよ。がんばってくれたまえ。はっ

はっはっはっはっ………)

ハ ー。何で飛翔委員になっちゃったんだろう。そ

う思い続けた 1年間。自分で「私がやります」なん

ていさんで立候補 したくせに、会議の連絡がまいこ

んでくるたびにためいきをついたものだ。しかし2

年になり現飛翔委員長の思惑 (?)に より、「 よし、
いっちょやるか」と思ったもののいいかげんな姿勢

を突然あらためることもできず今日に至った訳です

が……。こんな私がいうのも何だけど、

飛翔は変わりつつある

とすごく今思う。いろんな事をやれる場だと思うし、

まだまだいっぱいいろんな可能性を秘めてる。……やっ

と最近その事に気がついたのである。そんな「飛翔」

をこれからつくっていくのは君だよ。君、うんそこ

の君さ。さあ、あたしとぃっしょにがんばらてみな

いかい ! 01生 岡村美穂

(「飛翔」は随時、編集委員を募集しております。

編集に興味のある方、または、「飛翔を替えられる

のは私だけだ」と思っている方、水曜日のPM3:
00に社会科学研究室をのぞいてみてください。編集

委員があたたかいおもてなしをいたします。 (聞 く

ところによるとさあ、飛翔って就職活動に持ってく

と結構オイシイみたいよ)

さあ、最後はこの人にシメていただきましょう。)

ものようにアホな話をして笑いをとったのだ。その

あと「飛翔の委員を決めます」という段になって、

さらにア小な俺は、「それは何なんでしょうか?∫
と質問したのだ。再び目立ってしまったのだ。それ

で今、俺はこうして編集後記を書いている訳なのだ。

人手不足の編集部ではあるが、現在元気の良ぃ人間

が集まって楽 しくやっているのだ。飛翔は確実にお

もしろくなりつつあるのだ。なんだかおかしな文体

だけど別にいいのだ。「来年もこういう具合に元気

のいい人間が来ればな」と思うのだけれど、 3年生
がぬけると、人材不足は一層深刻になる。しかし、

来年は女性編集長のもと、「元気は良いが品のない

飛翔」から、「上品な飛翔」になるにちがいない。

興味のある人はどんどん参加 してほしい。それでは

みなさん、おつかれさまでした。

63生 中家仲之

私は、この人にそ、心から「ごくろうさまでし
た」と言いたい。首の皮一枚だった飛翔がなんとか

生きながらえたのもこの人のおかげである。 5年続
いた飛翔が、自分達の代で滅びてしまうのは、あま

りにも悲しい」と、63生編集委員はみんな思ったも

のだ。いつかまた、この飛翔に同じような危機が訪

れることがあるかもしれない。その時はぜひ、飛翔

のパックナンパーをめくってはしい。「飛翔」とい

う名前にこめられた思いを感 じとってはしぃ。「飛

翔」は総合科学部の闘いと、成長の記録なのである。

以上、編集後記にかえて、文責 63生  山崎明子
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広島大学総合科学部広報委員会

住所 :広島市申区東千田町1-1-89

電話 (082)241-1221 内線2247
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